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一
頁

一

鷲

頭

神

社

一
、
鎮
座
地

沼
津
市
大
平
字
天
満
一
八
二
四
番
地

境
内
地
一
一
〇
坪

境
外
地
五
〇
〇
坪

標
高
三
十
三
ｍ
山
上

参
道
石
段
一
四
四
段
（
四
段
階
）

大
正
三
年
大
洪
水
の
節
石
段
の
八
段
目
ま
で
浸
水
し
た
。

昭
和
二
十
年
七
月
十
七
日
夜
の
空
襲
に
よ
る
焼
夷
弾
の
跡
数
ケ
所
あ
り
。

奥
宮

大
平
字
鷲
頭
山
三
二
五
五
番
地

（
標
高
三
九
二
ｍ
）

神
地

九
坪

境
外
地
保
安
林
約
四
万
坪
（
鷲
頭
山
三
二
五
四
番
地
）

山
頂
に
石
祠
あ
り

た
か
お
か
み
の
か
み

二
、
御
祭
神

高

神

三
、
、
社
格

十
一
等
級

神
社
本
庁
被
包
括
法
人

元
大
平
村
村
社

（
合
祀
神
社
三
社
）

四
、
合
祀
神
社

あ
め
の
ほ
ひ
の
み
こ
と

天
神
社

祭
神

天
穂
日
命

（
平
組
守
護
）
（
御
神
体

水
精
石
）
〔
四
、
九
区
〕

ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

八
幡
社

祭
神

譽
田
別
命

（
東
組
守
護
）

〔
五
、
六
、
七
、
十
、
十
一
区
〕

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

御
嶽
社

祭
神

日
本
武
尊

（
西
組
守
護
）

〔
一
、
二
、
三
、
八
区
〕

但
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
十
一
月

八
社
神
外
八
百
万
神
合
祀

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
九
月
大
平
各
社
合
祀
願
出
承
認



二
頁

五
、
祭
日

大
祭

十
月
十
五
日

小
祭

二
月
十
一
日
（
祈
年
祭
）

五
月
五
日
（
皐
月
祭
）

（
現
在
大
祭
日
十
月
十
五
日
前
後
の
最
も
近
い
日
曜
日
）

六
、
例
大
祭
供
物

和
稲
（
洗
米
）
、
荒
稲
（
籾
若
く
は
玄
米
）
、
神
酒
、
鏡
餅
、
野
鳥
（
卵
）
、
海
魚
（
金
目
鯛
）

海
菜
（
昆
布
・
海
苔
・
若
芽
等
）
、
野
菜
、

果
物
、
塩
、
水
、

＊

参
拝
者
に
紅
白
の
餅
を
供
物
と
し
て
渡
し
て
い
る
。

＊

小
祭
は
左
記
に
準
ず

七
、
氏
子
組
織

大
平
地
区
全
域
（
一
区
よ
り
十
一
区
）
各
年
順
番
に
当
番
区
と
な
り
祭
典
準
備
そ
の
他
担
当
す
る
。

鷲
頭
神
社
氏
子
総
代
会
主
催
で
祭
典
執
行
。

余
興
、
売
店
そ
の
他
当
番
区
自
由
委
託
。

大
祭
前
日

前
夜
祭
、
花
火
打
ち
上
げ
、
演
芸
大
会
、
福
引
、
大
平
ば
や
し
、

大
祭
当
日

午
前
九
時

子
供
神
輿
清
祓

（
拝
殿
前
）
祓
い
の
後
各
部
落
巡
幸

午
前
十
時

例
大
祭

午
後

子
供
相
撲
大
会

売
店
等
有
り

八
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

創
建
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
伊
予
の
国
よ
り
神
主
磯
部
伊
予
守
随
奉
し
移
奉
さ
れ
、
鷲
頭
山
麓
戸
ケ
谷
観
音
道
横
に
鎮
座
し
祀
る
。
五
穀
豊

穣
と
豊
漁
、
海
上
安
全
の
守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
為
信
仰
深
ま
り
、
清
浄
な
地
へ
移
奉
す
る
こ
と
と
な
り
、
文
明
十
三
年

（
一
四
八
一
）
鷲
頭
山
頂
へ
神
地
を
造
成
し
て
遷
宮
し
た
。
水
害
や
旱
魃
の
難
を
守
ら
せ
給
う
御
神
徳
尊
く
、
住
民
は
も
と
よ
り
近
隣
静
浦
か
ら



三
頁

遠
く
は
清
水
港
地
区
に
至
る
ま
で
信
仰
厚
く
、
参
拝
者
は
多
い
。

天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
十
月
城
主
北
條
氏
康
の
命
に
よ
り
、
社
殿
改
築
、
神
主
屋
敷
も
普
請
し
、
丁
重
に
祀
る
。
山
火
事
も
多
か
っ
た
の
で

三
人
宛
番
人
も
置
い
た
。

明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）

秋
、
若
者
共
、
夜
人
形
操
り
を
行
い
、
豊
作
を
祝
う
。
（
風
祭
り
）

寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）

豊
年
満
作
を
祝
い
風
祭
り
を
し
て
人
形
芝
居
を
行
う
。

元
禄
七
～
九
年
（
一
六
九
四
～
六
）
豊
作
。

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
祭
礼
の
時
、
狂
言
を
奉
納
し
祝
う
。
（
元
禄
十
五
年
よ
り
豊
年
満
作
の
為
）

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）

祭
礼
に
狂
言
「
傾
城
二
子
山
第
四
番
続
」
を
行
い
祝
う
。

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）

当
番
若
者
祭
礼
に
人
形
操
り
を
計
画
し
た
が
、
将
軍
徳
川
家
宣
の
死
去
に
よ
り
中
止
す
る
。

享
保
八
年
（
一
七
二
三
）

五
月
二
十
八
日
寺
院
方
と
小
山
道
智
（
行
者
）
百
姓
の
頼
み
に
よ
り
鷲
頭
山
頂
で
雨
乞
い
の
祈
祷
を
三
日
三
夜
行

う
。
効
果
な
く
寺
院
方
下
山
し
、
道
智
一
人
残
り
祈
祷
を
続
け
雨
を
も
た
ら
す
。

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
八
月

小
山
、
三
分
一
若
者
祭
礼
に
協
力
し
て
狂
言
を
行
い
、
以
後
西
組
東
組
の
百
姓
た
ち
和
解
す
る
。
（
以
後

も
大
蛇
を
造
り
か
つ
ぎ
上
げ
て
雨
ご
い
を
し
た
。
）

寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）

祭
礼
に
狂
言
を
行
う
。
「
万
歳
和
国
之
二
人
妻
四
番
続
」

延
亨
二
年
（
一
七
四
五
）

祭
礼
に
狂
言
を
行
う
。
「
乱
後
太
平
記
四
番
続
」
。
こ
の
夏
旱
魃
に
て
雨
乞
い
。

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

お
か
げ
参
り
流
行
す
る
。

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）

一
月

祭
礼
に
狂
言
を
奉
納
す
る
。

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）

前
年
十
二
月
二
十
五
日
、
三
分
一
の
大
火
に
て
三
十
軒
余
消
失
に
つ
き
、
祭
礼
の
狂
言
中
止
と
な
る
。

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）

十
一
月
四
日
獅
子
浜
村
よ
り
出
火
、
飛
び
火
し
て
鷲
頭
山
宮
居
残
ら
ず
焼
失
。

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）

社
殿
復
興
。



四
頁

当
時
社
殿
は
鷲
頭
山
頂
に
あ
っ
た
。
社
地
は
「
百
間
下
り
」
と
云
わ
れ
、
山
頂
よ
り
静
浦
側
へ
約
百
八
十
ｍ
下
が
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
氏
子
共
有

地
と
し
て
茅
狩
場
に
な
っ
て
い
た
。
浜
側
に
あ
る
素
性
の
よ
い
茅
を
得
る
た
め
、
毎
年
山
焼
き
を
行
っ
た
。
し
か
し
海
か
ら
吹
き
上
げ
る
風
が
強

く
火
を
逃
が
す
こ
と
も
多
か
っ
た
。
以
後
類
焼
の
危
険
も
あ
る
た
め
氏
子
中
協
議
の
結
果
、
老
幼
男
女
の
参
拝
の
便
宜
も
は
か
る
た
め
鷲
頭
山
の

端
山
で
も
あ
る
天
満
山
に
遷
宮
す
る
こ
と
と
し
た
。
山
頂
に
は
石
祠
を
残
し
奥
宮
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

十
一
月
、
八
社
神
、
延
喜
式
内
社
、
天
神
地
祇
八
百
万
神
鎮
座
（
棟
札
有
）

明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
現
在
地
に
社
殿
御
造
営
遷
座
。
山
頂
旧
社
殿
跡
に
は
礎
石
等
有

本
殿
、
木
造
神
明
造
平
屋
建
銅
板
葺
二
．
二
坪

拝
殿
、
木
造
切
妻
平
屋
建
瓦
葺

十
坪

境
内
に
は
大
平
七
本
松
の
一
の
松
「
昇
竜
之
松
」
が
あ
っ
た
。

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

二
月

村
社
に
列
格

五
月

諸
社
合
併
（
棟
札
有
）

九
月

承
認

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
四
月
九
日

社
殿
造
替
（
棟
札
有
）

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
十
月
拝
殿
屋
根
葺
替

九
、
棟
札

七
十
二
枚
（
調
査
未
済

鷲
頭
神
社
外
諸
社
分
有
）

十
、
石
灯
篭

三
基

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

十
一
、
鳥
居

石
造

明
治
二
十
二
年
三
月
（
一
八
八
九
）



五
頁

（
鷲
頭
神
社
に
合
祀
）

二

天
神
社

一
、
鎮

座

地

鷲
頭
神
社
相
殿

あ
め
の
ほ
ひ
の
み
こ
と

二
、
祭

神

名

天
穂
日
命

菅
原
道
真

御
神
体

水
精
石
（
大
養
石
）

四
、
氏
子
組
織

村
社
と
同
じ
、
天
満
多
比
口
天
神
講

五
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
社
殿
造
営
。

こ
れ
よ
り
数
百
年
前
で
い
つ
の
頃
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
地

に
不
思
議
な
石
（
水
精
石
）
が
あ
っ
た
。
こ
の
石
は
年
々
育
つ
と
い

わ
れ
て
お
り
、
注
連
縄
を
張
っ
て
祀
っ
て
い
た
。
山
裾
の
住
人
古
谷

某
の
霊
夢
に
現
れ
て
、
社
に
祀
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
お
告
げ
が
あ

っ
た
た
め
、
村
人
と
相
談
し
て
造
営
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
石
は
歳
を
振
る
に
し
た
が
っ
て
大
き
く
な
る
の
で
社
も
少
し

づ
つ
大
き
く
し
て
い
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「
大
平
道
之
記
」
に
は
「
天
満
宮
」
と
称
し
祀
っ
て
い
た
と
い
う

記
事
が
あ
る
。

霊
験
あ
ら
た
か
な
神
で
、
現
在
も
学
業
祈
願
す
る
者
が
多
い
。
地

元
天
満
、
多
比
口
地
区
で
は
正
月
二
十
五
日
天
神
講
を
催
し
て
祀
っ

て
い
る
。

こ
の
社
前
に
大
平
七
本
松
の
内
の
一
の
松
「
昇
龍
之
松
」
と
い
わ

れ
た
老
松
が
あ
っ
た
が
、
惜
し
い
こ
と
に
松
食
い
虫
の
被
害
に
よ
り

枯
れ
て
し
ま
っ
た
。
年
輪
に
よ
れ
ば
樹
齢
七
百
五
十
年
で
あ
っ
た
。

村
社
遷
宮
の
折
り
の
整
地
に
よ
り
根
元
五
尺
ば
か
り
埋
ま
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
。
大
き
な
柱
が
立
っ
て
い
る
感
じ
だ
っ
た
。



六
頁

大
平
八
社
神
の
部

こ
の
大
平
が
開
発
さ
れ
は
じ
め
た
頃
か
ら
祀
ら
れ
て
い
る
。
各
地
域
の
開
発
状
況
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
創
建
年
代
が
異
な
る
が
、
「
大
平
年
代

記
」
大
平
道
之
記
」
な
ど
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
古
く
は
富
南
城
が
置
か
れ
た
一
一
八
六
年
に
始
ま
り
、
八
社
神
の
定
め
ら
れ
た
一
三
八
九
年
以
前

に
は
各
社
と
も
創
建
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
て
間
違
い
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
八
社
神
を
定
め
村
全
体
で
祀
る
こ
と
と
な
り
、
祭
祀
は
毎
月
三
日
に
「
八
社
神
祭
」
と
称
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
各
集
落
毎
に
行
わ
れ
て
い
た
。

永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
今
川
氏
よ
り
許
さ
れ
て
三
分
一
引
高
分
を
八
社
神
修
復
料
に
あ
て
、
翌
二
年
よ
り
祭
礼
を
東
・
西
・
平
組
の
三
組
に

て
交
代
に
行
っ
た
。
ま
た
禰
宜

も
当
番
組
よ
り
出
さ
れ
た
。

鷲
頭
神
社
創
建
以
前
は
、
こ
の
八
社
が
大
平
の
守
護
神
で
あ
っ
た
。

中
世
今
川
支
配
の
時
に
は
、
鷲
頭
神
社
分
を
含
め
始
め
神
領
十
五
貫
六
百
文
、
天
文
の
頃
に
は
十
五
貫
七
百
文
で
あ
っ
た
。

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
八
社
神
料
召
し
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
各
地
区
（
三
組
）
に
て
祭
祀
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

近
世
に
は
い
る
と
、
各
地
区
に
て
祀
る
た
め
そ
の
地
域
の
産
土
神
と
し
て
意
識
さ
れ
、
氏
子
区
域
も
細
分
化
さ
れ
て
現
在
に
至
る
。
（
中
世
末

天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
大
平
村
十
五
ヶ
郷
に
改
ま
っ
た
。
）

祭
礼
は
、
八
社
神
が
定
め
ら
れ
た
頃
か
ら
近
世
始
め
ま
で
は
毎
月
三
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
い
つ
の
頃
か
鷲
頭
神
社
例
祭
に
併
せ
て
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

尚
、
以
下
の
神
社
は
全
て
非
法
人
で
あ
る
。



七
頁

（
御
嶽
大
権
現
）

三

御
嶽
神
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
小
山

子
山
の
頂
上

二
、
祭

神

名

日
本
武
尊

三
、
村

落

名

大
平
字
小
山

四
、
祭

日

九
月
十
三
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
鏡
餅
、
塩
、
水

六
、
氏
子
組
織

大
平
（
一
区
）
小
山
（
東
西
合
同
）

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
星
屋
修
理
亮
（
金
子
重
郎
）
こ
の
地
を

開
発
し
住
居
を
定
め
氏
神
と
し
て
祀
り
は
じ
め
る
。

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
八
社
神
と
し
て
祀
り
は
じ
め
る
。

こ
の
地
に
男
山
、
女
山
、
子
山
の
三
山
あ
り
。
山
三
つ
嶽
を
称
し

て
始
め
三
嶽
神
社
と
称
し
た
。
こ
の
里
の
名
を
元
は
「
御
山
（
オ
ヤ

マ
）
」
と
い
う
が
、
後
に
書
き
誤
っ
て
伝
わ
り
「
小
山
」
と
な
り
、

現
在
の
字
名
と
な
る
。

正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
駿
府
屋
形
よ
り
の
「
神
事
祭
礼
肝
要
」

の
命
令
あ
り
。

永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
三
分
一
の
引
高
分
が
八
社
神
の
修
復
料

と
な
る
。

永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
八
社
神
の
禰
宜

を
東
、
西
、
南
の
三

組
よ
り
毎
年
交
代
で
出
し
、
祭
礼
を
行
う
。

永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
八
社
神
の
修
理
を
命
令
さ
れ
る
。

大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
御
嶽
権
現
造
替

四

住
吉
大
明
神

一
、
鎮

座

地

大
平
字
住
吉

う
わ
つ
つ
の
お
の
み
こ
と

な
か
つ
つ
の
お
の
み
こ
と

そ
こ
つ
つ
の
お
の
み
こ
と

二
、
祭

神

名

表

筒

男

命

中

筒

男

命

底

筒

男

命

じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う

神
功
皇
后

三
、
村

落

名

大
平
字
三
分
市

四
、
祭

日

六
月
三
十
日

夏
祭

十
月
十
五
日

秋
祭

（
毎
月
三
日
隣
家
で
祀
る
）

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
鏡
餅
、
果
物
、
菓
子
、
塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
三
分
市
合
同

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
六
月
三
十
日
百
姓
の
志
願
に
よ
り
て
祀



八
頁

る
。康

応
元
年
（
一
三
八
九
）
大
平
八
社
神
と
し
て
改
め
て
祀
る
。
産

業
繁
盛
、
海
上
安
全
、
守
護
神
と
し
て
信
仰
あ
り
。

大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
社
殿
造
替
、
盛
大
に
祭
典
を
斎
行
、
露

店
な
ど
も
多
く
並
び
賑
や
か
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
と
は
無
し
に
衰
微

し
た
。

現
在
は
、
近
隣
の
人
た
ち
毎
月
三
日
に
供
え
物
を
し
て
祀
り
、
正

月
・
十
月
に
供
餅
そ
の
他
を
供
え
て
お
祭
り
を
し
て
い
る
。

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）

参
道
復
元

近
年
住
吉
地
区
居

住
者
揃
っ
て
住
吉
大
社
に
参
詣
、
信
仰
を
深
め
て
い
る
。

（
正
八
幡
宮
）

五

八
幡
神
社

一
、
鎮

座

地

大
平
西
三
分
市
字
宮
ノ
木
（
大
平
中
央
公
園
）

二
、
祭

神

名

応
神
天
皇

比
売
神

神
功
皇
后

三
、
村

落

名

大
平
字
三
分
市

四
、
祭

日

九
月
十
五
日
（
旧
八
月
十
五
日
）
・
五
月
五
日

・
十
月
十
五
日
・
一
月
十
五
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
鏡
餅
、
魚
、
果
物
、
塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
三
分
市
（
六
・
七
区
）
東
西
三
分
市
合
同

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
八
月
創
建

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
大
平
八
社
神
と
し
て
祀
る
。

至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）
二
月
二
日
同
元
年
駿
府
領
と
な
り
た
る

た
め
、
開
発
人
片
岡
権
之
輔
は
今
川
国
氏
よ
り
お
墨
付
き
を
授
け
ら

れ
、
開
発
地
の
三
分
の
二
を
預
け
置
か
れ
神
社
の
修
復
に
心
す
る
よ

う
命
ぜ
ら
れ
る
。

大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
社
殿
造
替

村
社
鷲
頭
神
社
の
祭
礼
日
に
は
祭
り
幡
を
立
て
献
灯
な
ど
も
し
て

祭
礼
し
て
い
る
。

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
日
清
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇

四
）
日
露
戦
争
時
参
詣
者
多
く
、
戦
捷
祈
願
し
盛
大
な
祭
り
を
し
た
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
第
一
次
世
界
大
戦
、
昭
和
十
六
年
（
一

九
四
一
）
大
東
亜
戦
争
中
も
昼
夜
参
詣
者
多
し
。

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
忠
魂
碑
建
立
英
霊
八
十
七
柱
を
祀

る
。

揮
毫
は
大
将
宇
垣
一
成
。

毎
年
彼
岸
の
中
日
に
大
平
地
区
婦
人
会
員
参
拝
慰
霊
す
。



九
頁

（
富
士
浅
間
宮
）

六

浅
間
神
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
新
城
の
円
教
寺
裏
山
の
富
南
城
跡

こ

の

は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

二
、
祭

神

名

木
之
花
咲
耶
姫
命

三
、
村

落

名

大
平
字
新
城
及
南
蔵

四
、
祭

日

十
月
十
五
日
（
村
社
の
祭
典
と
同
じ
）

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
鏡
餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
新
城
と
南
蔵
合
同

（
昔
は
三
分
一
南
町
も
氏
子
）

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

文
治
二
年
（
一
一
八
六
）

富
南
城
造
営
完
成
し
、
城
の
守
護
神

と
し
て
祀
る
。

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
大
平
八
社
神
に
定
め
、
毎
月
三
日
を
祭

礼
日
と
す
る
。

以
後
他
の
八
社
神
と
同
様
の
扱
い
と
な
る
。

当
初
は
、
城
の
鬼
門
除
け
の
神
と
し
て
創
建
さ
れ
た
。

大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
北
條
の
命
に
よ
り
社
殿
を
造
営
し
盛
大

に
祀
る
。

（
以
下
三
社
相
殿
）

七

湯
屋
権
現

一
、
鎮

座

地

大
平
字
山
口
部
落
上
右
側
東
向
山

お
お
や
ま
づ
み
の
み
こ
と

二
、
祭

神

名

大
山
祗
命

三
、
村

落

名

大
平
字
山
口
（
昔
は
字
新
城
、
富
南
城
内
守
護

神
）

四
、
祭

日

十
月
十
五
日
（
村
社
の
祭
典
と
同
じ
、

昔
は
毎
月
三
日
）

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
鏡
餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
山
口
（
昔
は
新
城
、
南
蔵
）

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
富
南
城
守
神
と
し
て
祀
り
は
じ
め
る
。

康
応
二
年
（
一
三
八
九
）
大
平
八
社
神
と
し
て
毎
月
三
日
祀
る
。

大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
社
殿
造
替



一
〇
頁

し
ら
や
ま

八

白
山
権
現

一
、
鎮

座

地

し
ら
や
ま
ひ
め
の
み
こ
と

く
く
り
ひ
め
の
み
こ
と

二
、
祭

神

名

白
山
比

命

菊
理
媛
命

三
、
村

落

名

大
平
字
山
口

四
、
祭

日

十
月
十
五
日
（
村
社
の
祭
典
と
同
じ
、

昔
は
毎
月
三
日
）

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
鏡
餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
山
口
、
天
満
、
多
比
口
、
吉
田
（
四

区
）

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

康
応
二
年
（
一
三
八
九
）
大
平
八
社
神
と
し
て
毎
月
三
日
祀
る
。

大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
こ
れ
ま
で
水
田
中
に
祀
っ
て
あ
っ
た
が

北
條
氏
の
命
に
よ
り
、
社
殿
を
山
口
山
の
根
付
き
へ
造
り
替
え
て
祀

る
。今

は
元
小
学
校
奉
安
殿
を
現
在
地
に
移
築
し
て
、
白
山
、
山
王
、

湯
屋
の
三
権
現
を
合
祀
し
て
い
る
。
三
社
は
こ
の
本
殿
内
に
並
べ
て

祀
っ
て
い
る
。

大
平
南
組
（
後
平
組
と
な
る
）
の
守
護
神
と
し
て
祭
っ
た
。

部
落
内
二
軒
宛
禰
宜
当
番
と
な
り
、
毎
月
一
日
十
五
日
に
飯
、
塩
、

水
を
供
え
て
代
参
し
て
い
る
。

十
月
の
秋
祭
り
は
、
全
部
落
一
同
で
村
社
祭
礼
日
に
あ
わ
せ
て
、

三
者
同
時
に
行
う
。

九

山
王
権
現

一
、
鎮

座

地

大
平
字
山
口
部
落
上
右
側
東
向
山

お
お
も
の
ぬ
し
の
み
こ
と

お
お
や
ま
く
い
の
み
こ
と

二
、
祭

神

名

大

物

主

命

大

山

咋

命

三
、
村

落

名

大
平
字
山
口

四
、
祭

日

十
月
十
五
日
（
村
社
の
祭
典
と
同
じ
、

昔
は
毎
月
三
日
）

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
鏡
餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
山
口
、
天
満
、
多
比
口
、
吉
田
（
四

区
）

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）



一
一
頁

康
応
二
年
（
一
三
八
九
）
大
平
八
社
神
と
し
て
毎
月
三
日
祀
る
。

大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
北
條
美
濃
守
の
命
に
よ
り
、
河
中
に
祀

っ
て
あ
っ
た
が
、
社
殿
を
山
口
山
の
根
付
き
へ
造
り
替
え
て
祀
る
。

大
平
南
組
（
後
平
組
と
な
る
）
の
守
護
神
と
し
て
祭
っ
た
。

部
落
内
二
軒
宛
一
年
交
代
で
禰
宜
当
番
と
な
り
、
毎
月
一
日
十
五

日
に
飯
、
塩
、
水
を
供
え
て
代
参
し
て
い
る
。

十
月
の
秋
祭
り
は
、
全
部
落
一
同
で
村
社
祭
礼
日
に
あ
わ
せ
て
、

三
者
同
時
に
行
う
。

酒
造
の
神
と
い
う
。
昔
は
川
の
中
州
に
祀
っ
て
あ
っ
た
と
い
う
。

十

白
髭
明
神

一
、
鎮

座

地

大
平
字
吉
田
山
裾

た
け
の
う
ち
の
す
く
ね

二
、
祭

神

名

武
内
宿
禰
（
白
比
気
大
神
）

三
、
村

落

名

大
平
字
吉
田

四
、
祭

日

十
月
十
五
日
（
村
社
の
祭
典
と
同
じ
、

昔
は
毎
月
三
日
）

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
鏡
餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
吉
田

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

康
応
二
年
（
一
三
八
九
）
大
平
八
社
神
と
し
て
祀
る
。

大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
北
條
氏
の
命
に
よ
り
、
水
田
中
よ
り
吉

田
山
根
付
き
へ
社
殿
造
営
し
て
祀
る
。

天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
八
月
八
日
よ
り
大
雨
降
り
続
き
十
三

日
夜
山
崩
れ
と
な
り
、
社
殿
、
向
岳
庵
人
家
、
人
馬
と
も
二
～
三
丈

も
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
西
側
の
山
の
斜
面
に
仮
社
殿
を
造

営
し
て
祀
る
。

寛
政
九
年
（
一
六
三
二
）
こ
の
山
臥
雲
寺
と
旦
那
方
と
の
争
い
に

な
り
、
同
十
年
終
に
召
し
上
げ
ら
れ
公
儀
御
林
と
な
っ
た
。
「
御
庵

上
げ
地
」
と
称
し
た
。

元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
許
さ
れ
て
向
岳
林
と
し
て
返
還
さ
れ
た
。

翌
二
年
春
よ
り
四
年
十
一
月
ま
で
向
岳
林
伐
採
。
吉
田
共
有
林
と

し
て
植
栽
、
社
殿
を
造
営
し
て
祀
る
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
地
震
に
て
倒
壊
し
た
た
め

鈴
木
家
稲
荷
社
北
側
へ
石
の
祠
と
し
て
鎮
座
。
以
後
同
家
に
て
毎
月

一
日
十
五
日
に
供
物
を
供
え
て
祀
る
。
吉
田
で
は
毎
年
村
社
例
祭
に

あ
わ
せ
て
祀
る
。



一
二
頁

昭
和
五
七
年
九
月
十
二
日
吉
田
山
の
元
の
神
地
を
含
め
四
ヶ
所
崩

れ
た
の
で
、
現
在
尚
鈴
木
家
宅
地
の
神
地
に
祀
っ
て
い
る
。



一
三
頁

内
八
社
神
の
部

天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
春
、
小
田
原
北
條
氏
が
敗
れ
た
た
め
、
そ
の
守
城
で
あ
っ
た
富
南
城
も
破
却
と
な
っ
た
。
城
を
守
っ
て
い
た
武
士

は
浪
人
と
な
り
こ
の
政
戸
で
農
業
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
。
「
大
平
年
代
記
」
に
よ
れ
ば
、

「
同
十
六
年
戊
子
春

御
城

諸
道
具
ホ
御
払
物
ニ
相
成
申
候
。
此
年

城
者
破
却
い
た
し
候
而
此
時

関
内
ニ
同
心
衆
色
々
之
払
物
を
し
、

田
畑
ヲ
買
求
メ
置
候
而
住
居
し
候
方
六
七
人
も
、
又
ハ
九
人
茂
相
見
ヘ
申
候
（
後
略
）
」
と
あ
り
、
同
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
条
に
、

「
（
前
略
）
此
秋
八
月
正
戸
浪
人
百
姓
衆
鎮
守
ヲ
造
栄
し
而
、
是
ヲ
内
八
社
神
と
ス
。
・
内
八
社
神
者
・
結
大
明
神

諏
訪
大
明
神

木
曾
大

明
神
・
佐
口
神

八
幡
宮

稲
荷
大
明
神
・
金
山
大
権
現

子
之
神
宮
也
」
と
あ
る
。

元
は
、
旧
来
の
部
落
の
外
側
に
で
き
た
た
め
、
従
来
か
ら
の
八
社
神
に
た
い
し
て
「
外
八
社
神
」
と
し
て
祀
り
は
じ
め
た
。
し
か
し
、
外
者
と

い
う
感
が
否
め
な
い
の
で
、
政
戸
の
内
輪
の
守
護
神
と
い
う
意
味
か
ら
「
内
八
社
神
」
と
し
て
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。

尚
、
諏
訪
大
明
神
、
結
大
明
神
、
佐
口
神
、
稲
荷
大
明
神
は
、
政
戸
バ
ス
停
前
一
所
一
殿
に
祀
ら
れ
て
お
り
、
「
縁
結
神
社
」
と
称
し
殿
内
中

央
に
諏
訪
大
明
神
と
結
大
明
神
、
向
か
っ
て
右
側
に
稲
荷
大
明
神
、
左
側
に
佐
口
神
を
祀
っ
て
い
る
。



一
四
頁

以
下
四
社

と
し
て
相
殿
に
祀
る

「
縁
結
神
社
」

十
一

諏
訪
大
明
神

一
、
鎮

座

地

大
平
字
政
戸
バ
ス
停
前

た
け
み
な
か
た
の
み
こ
と

や
さ
か
と

め
の
み
こ
と

二
、
祭

神

名

建
御
名
方
命

八
坂
刀
売
命

三
、
村

落

名

大
平
字
政
戸

四
、
祭

日

九
月
九
日
（
現
在
は
九
月
一
日
）

当
番
渡
し
の
日
（
風
祭
り
）

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
鏡
餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
政
戸
部
落
住
民

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
八
月
創
建

（
結
神
社
）

十
二

結
大
明
神

一
、
鎮

座

地

大
平
字
政
戸
バ
ス
停
前

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

二
、
祭

神

名

伊
弉
諾
尊

伊
弉
册
尊

（
ム
ス
ビ
ノ
ミ
ヤ
）

三
、
村

落

名

四
、
祭

日

諏
訪
大
明
神
と
同
じ

五
、
供

物

六
、
氏
子
組
織

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
八
月
創
建

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
合
併
神
籬

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
現
在
地
に
遷
宮

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
一
月
九
日

四
社
合
祀
す
る
。



一
五
頁

さ

こ

う

じ

ん

十
三

佐
口
神

一
、
鎮

座

地

大
平
字
政
戸
バ
ス
停
前

二
、
祭

神

名

（
お
し
ゃ
も
じ
さ
ん
）

三
、
村

落

名

四
、
祭

日

諏
訪
大
明
神
と
同
じ

五
、
供

物

六
、
氏
子
組
織

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
八
月
創
建

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
一
月
九
日

四
社
合
祀
す
る
。

天
然
痘
な
ど
の
皮
膚
病
の
神
と
い
う
（
佐
久
神
＝
シ
ャ
グ
ジ
・
サ

ゴ
ジ
か
？
）

（
天
白
大
権
現
）

十
四

稲
荷
大
明
神

一
、
鎮

座

地

大
平
字
政
戸
バ
ス
停
前

う
が
の
み
た
ま
の
か
み

さ
く
た

ひ

こ

二
、
祭

神

名

倉
稲
魂
神

作
田
比
古

三
、
村

落

名

四
、
祭

日

諏
訪
大
明
神
と
同
じ

五
、
供

物

六
、
氏
子
組
織

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
八
月
創
建

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
十
二
月
二
十
七
日
社
殿
修
理

天
白
稲
荷
大
明
神
性
子
鎮
座

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
社
殿
改
修
、
大
平
舞
台
の
地

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
一
月
九
日

四
社
合
祀
す
る
。

農
業
の
守
護
神
と
し
て
祀
る
。



一
六
頁

（
木
ノ
宮
大
明
神
）

十
五

木
曾
大
明
神

一
、
鎮

座

地

大
平
字
木
ノ
宮

狩
野
川
大
平
堤
防
起
点
の
山
裾

二
、
祭

神

名

木
ノ
宮
大
神

三
、
村

落

名

大
平
字
政
戸

四
、
祭

日

九
月
九
日
（
現
在
は
九
月
一
日
）

当
番
渡
し
の
日
（
風
祭
り
）

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
鏡
餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
政
戸
部
落
住
民

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
八
月
創
建

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
正
月
改
修

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
六
月
社
殿
石
段
な
ど
修
復

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
二
月
七
日
社
扉
修
復

（
八
幡
大
神
）

十
六

八
幡
宮

一
、
鎮

座

地

大
平
字
政
戸

稲
村
知
弘
宅
裏
山

二
、
祭

神

名

応
神
天
皇

合
祀

左

金
比
羅
宮
大
神

右

菅
原
大
神
（
芭
蕉
天
神
）

三
、
村

落

名

大
平
字
政
戸

四
、
祭

日

八
月
十
五
日
一
月
十
五
日
（
毎
月
一
日
十
五

日
）

五
、
供

物

洗
米
、
鏡
餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、
塩
、
水
、

（
毎
月
個
人
で
ご
飯
）

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
政
戸
部
落
住
民

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
八
月
創
建

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
八
月
十
五
日
稲
村
伊
兵
衛
、
修
理
し
て

祀
る
。

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
一
月
九
日
現
在
地
社
殿
造
営
遷
宮
、

稲
村
伊
平
、
斎
主
を
三
島
神
社
宮
司
秋
山
光
條
に
依
頼

現
在
毎
年
九
月
一
日
に
内
八
社
神
を
一
括
し
て
政
戸
部
落
に
て
祀

る
。



一
七
頁

（
甲
子
様
）

十
七

子
ノ
神
宮

一
、
鎮

座

地

大
平
字
政
戸

金
崎
光
雄
鉄
工
場
宅
地
続
き
裏

山二
、
祭

神

名

甲
子
大
国
主
大
神

三
、
村

落

名

大
平
字
政
戸

四
、
祭

日

正
月
甲
子
の
日

毎
月
一
日
十
五
日

五
、
供

物

洗
米
、
鏡
餅
、
果
物
、
塩
、
水
、

（
毎
月
一
日
十
五
日
御
飯
）

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
政
戸
部
落
住
民

（
現
在

金
崎
稲
村
両
家
に
て
祀
る
）

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
八
月
創
建

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
正
月
、
稲
村
安
藏
、
（
金
崎
と
改
姓
）

修
復
、
神
主
実
相
院
快
龍
祈
祷
し
て
祀
る
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
二
月
、
金
崎
安
太
郎
修
復

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
一
月

社
殿
鉄
骨
造
に
て
改
修
。

十
八

金
山
大
権
現

一
、
鎮

座

地

大
平
字
政
戸

七
面
山
南
側
斜
面
山
裾

（
元
小
金
山
山
頂
）

二
、
祭

神

名

金
山
太
神

三
、
村

落

名

大
平
字
政
戸

四
、
祭

日

九
月
九
日
（
現
在
九
月
一
日
）

風
祭
り
当
日
（
当
番
渡
し
の
日
）

五
、
供

物

洗
米
、
鏡
餅
、
野
菜
、
果
物
、
塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
政
戸
部
落
住
民

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
八
月
創
建

大
平
を
囲
む
形
の
連
山
東
端
の
七
面
山
続
き
に
離
れ
て
小
山
が
あ

っ
た
。
昔
は
金
花
山
と
い
わ
れ
、
こ
の
山
に
朝
日
が
射
す
と
草
木
の

露
に
光
り
映
え
て
、
黄
金
色
に
輝
き
花
が
咲
い
た
よ
う
に
見
え
る
の

で
「
こ
が
ね
山
」
「
小
金
山
」
と
現
在
ま
で
い
わ
れ
字
名
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
山
頂
に
大
平
七
本
松
と
い
わ
れ
た
「
小
金
松
」
と
い
わ
れ
る



一
八
頁

大
木
が
あ
っ
た
。
そ
の
下
に
金
山
権
現
を
祀
っ
て
あ
っ
た
が
、
現
在

は
、
こ
の
山
を
全
部
崩
し
て
鉄
工
場
敷
地
と
な
っ
て
い
る
。
鉱
山
関

係
の
守
護
神
を
祀
っ
た
山
の
跡
地
が
、
鉄
工
場
に
な
っ
て
い
る
の
も

何
か
因
果
関
係
を
思
わ
せ
る
。

昔
は
、
こ
の
山
裾
を
洗
っ
て
狩
野
川
が
廻
っ
て
い
た
と
い
う
。
川

を
は
さ
ん
だ
向
こ
う
側
の
塚
本
に
は
、
守
山
と
い
う
独
立
小
山
が
あ

る
。
こ
れ
も
大
平
連
山
の
延
長
と
思
わ
れ
る
。



一
九
頁

諸

社

の

部

十
九

山
ノ
神
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
政
戸

七
面
山
東
端
山
東
向
き
斜
面

政
戸
共
有
林
内

二
、
祭

神

名

大
山
祗
命

三
、
村

落

名

大
平
字
政
戸

四
、
祭

日

正
月
五
月
九
月
各
十
七
日

五
、
供

物

洗
米
、
供
え
餅
、
塩
、
水
、

（
昔
は
、
洗
米
の
粉
で
力
モ
チ
と
い
う
団
子
を

三
個
作
っ
て
供
え
た
。
）

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
政
戸
部
落
住
民

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
物
見
の
山
と
い
わ
れ
た
こ
の
山
に
祀
る
。

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
十
二
月
稲
村
伊
兵
衛
、
原
弥
衛
門
の
両

名
、
横
代
の
石
工
儀
兵
衛
に
頼
み
、
石
祠
を
造
り
祀
る
。

て
ん
ぎ
ょ
う
せ
い
お
お
ご
づ
て
ん
の
う

二
十

天
形
星
皇
牛
頭
天
王

（
通
称

て
ん
の
う
さ
ん
）

一
、
鎮

座

地

大
平
東
三
分
市
二
一
〇
二
－
一

す
さ
の
お
の
み
こ
と

二
、
祭

神

名

素
戔
鳴
尊

（
ム
ス
ビ
ノ
ミ
ヤ
）

三
、
村

落

名

大
平
字
東
三
分
市

四
、
祭

日

七
月
十
三
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
鏡
餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

東
西
両
三
分
市
合
同

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）



二
〇
頁

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
五
月
吉
日
、
韮
山
北
条
の
天
王
様
を
分

祀
す
る
。

そ
の
頃
天
明
の
飢
饉
が
あ
り
、
気
候
不
順
で
凶
作
続
き
の
た
め
栄

養
失
調
に
よ
る
病
気
が
発
生
、
大
流
行
し
て
死
人
が
続
々
と
出
て
村

民
は
大
変
苦
し
ん
だ
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
は
全
国
各
地
に

米
一
揆
が
起
こ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
北
条
の
天
王
さ
ん
が
、
夏
神
で

は
や
り
病
に
も
霊
験
が
あ
ら
た
か
で
あ
る
と
伝
え
聞
き
、
神
主
に
頼

ん
で
分
祀
し
た
と
謂
う
。
村
民
一
同
一
生
懸
命
祈
り
、
漸
く
疾
病
も

治
ま
っ
た
。
こ
れ
は
あ
り
が
た
い
神
さ
ま
だ
と
い
う
事
で
信
仰
す
る

よ
う
に
な
り
、
盛
大
な
お
祭
り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

毎
年
七
月
七
日
を
「
御
涼
み
（
お
す
ず
み
）
」
と
い
い
、
外
に
祭

殿
を
造
る
。
屋
根
は
麦
藁
葺
き
、
三
方
の
囲
い
壁
も
同
じ
く
麦
幹
で

粗
く
囲
う
。
（
現
在
は
、
屋
根
は
そ
の
上
を
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
う
。
）

十
三
日
が
本
祭
り
で
昼
夜
行
う
。
昼
間
は
子
供
神
輿
が
出
て
部
落

内
を
廻
る
。

昔
は
山
車
を
引
き
廻
し
、
「
シ
ャ
ギ
リ
太
鼓
、
踊
り
等
あ
り
」

「
屯
所
」
に
集
ま
り
酒
宴
を
開
き
、
夜
は
演
芸
、
田
舎
芝
居
等
、
道

路
に
は
露
店
が
並
ぶ
。
盛
大
な
祭
り
が
行
わ
れ
、
大
平
中
の
人
々
が

集
ま
る
。

疫
病
除
け
の
神
で
あ
る
。

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
祠
と
外
屋
を
新
造
す
る
。
（
大
工
長
谷

川
安
太
郎
）

昭
和
二
年
ま
で
の
屯
所
は
、
現
在
の
北
側
の
土
地
に
あ
り
、
茅
葺

き
木
造
平
屋
で
二
十
一
坪
あ
っ
た
。

昭
和
三
年
、
現
在
の
場
所
に
青
年
倶
楽
部
を
建
築
し
、
併
せ
て
地

主
の
許
可
を
得
て
天
王
様
を
こ
の
一
角
に
夏
の
間
出
し
て
祀
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
建
物
は
当
時
の
青
年
の
労
力
奉
仕
に
よ
り
、
共
有

山
よ
り
桧
を
切
り
出
し
建
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
水
害
時
に
逃
げ
遅

れ
た
人
た
ち
の
避
難
所
を
兼
ね
、
集
会
所
と
し
て
三
分
市
が
使
用
し

て
い
た
。
終
戦
後
は
し
ば
ら
く
使
わ
な
か
っ
た
が
、
大
平
自
治
会
で

借
り
受
け
、
改
修
し
て
大
平
幼
稚
園
の
第
二
教
室
と
し
て
使
用
、
現

在
は
六
区
の
集
会
所
及
び
、
老
人
憩
い
の
家
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

現
在
の
祭
は
、
六
区
、
七
区
が
交
代
で
当
番
と
な
り
行
わ
れ
て
い

る
。九

月
風
祭
り
ま
で
の
間
、
三
夜
別
に
氏
子
寄
「
お
ち
ょ
う
ね
ん
」

す
る
。
六
区
、
七
区
の
女
衆
が
経
文
を
唱
え
て
祈
る
。
子
供
た
ち
に

も
菓
子
な
ど
を
配
る
。

経
文

お
ん
こ
ろ
ず
い
し
ゃ
あ
ー

ご
ず
て
ん
の
う

せ
い
が
ん
ず
い
し
ゃ
あ
ー

え
ん
め
い
そ
わ
か
ー

屯
所
の
押
入
の
「
長
持
」
の
中
に
は
、
神
楽
の
衣
装
や
、
鳥
の
羽



二
一
頁

根
な
ど
が
入
っ
て
い
た
。
前
項
に
「
シ
ャ
ギ
リ
太
鼓
、
踊
り
等
あ

り
」
と
あ
る
よ
う
に
当
社
に
も
舞
曲
が
伝
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
。
大

阪
天
王
寺
に
伝
わ
る
と
い
わ
れ
る
も
の
を
以
下
に
記
す
。

笛
三
人
、
鼓
四
人
、
太
鼓
一
人
（
古
老
）

「
ま
く
り
」
鼓
四
、
太
鼓
一
。
乱
調
の
意
味
を
持
ち
、
打
ち
合

わ
す
。
序
曲
で
あ
る
。

か
っ
こ

ば
ち

「
や
つ
は
ち
」
（
八
初
児
）
羯
鼓
を
前
に
つ
け
、
撥
を
持
っ
た
二

人
が
打
ち
な
が
ら
舞
う
。

「
み
こ
ま
い
」

「
鶴
」
二
人
が
覆
面
に
鶴
の
頭
を
つ
け
、
背
の
舞
羽
に
両
手
の
指

を
か
け
て
、
広
げ
た
り
た
た
ん
だ
り
し
て
鶴
の
飛
ぶ
さ
ま
を
模
し

て
舞
う
可
愛
ら
し
い
舞
で
あ
る
。

「
し
し
」
獅
子
の
頭
を
つ
け
て
稚
児
二
人
が
舞
う
。

「
か
り
ょ
う
び
ん
」
（
迦
陵
頻
）
女
面
を
か
ぶ
り
、
う
し
ろ
に
尾

羽
を
つ
け
て
一
人
で
舞
う
。

「
り
ゅ
う
」
龍
頭
を
頭
上
に
か
ぶ
り
、
二
人
で
舞
う
。
二
本
の
柱

に
逆
さ
に
ぶ
ら
下
が
り
、
上
体
を
そ
ら
し
た
り
し
て
龍
の
う
ね
る

様
子
を
す
る
。

「
た
う
ろ
う
」
蟷
螂
舞
で
一
人
が
覆
面
を
し
て
、
か
ま
き
り
の
形

を
し
た
も
の
を
頭
上
に
か
ぶ
り
、
背
に
舞
羽
を
つ
け
て
舞
う
。

「
う
で
ん
じ
し
」
う
で
ん
と
い
う
山
男
が
獅
子
と
大
格
闘
を
し
て

退
治
し
、
悪
者
を
平
ら
げ
て
平
和
郷
を
つ
く
る
意
味
の
舞
。

「
や
つ
は
ち
」
序
四
の
繰
り
返
し
。

二
十
一

月
夜
木
大
明
神

（
御
陵
ノ
宮

月
野
木
大
明
神
）

一
、
鎮

座

地

大
平
字
御
陵
ノ
木

二
、
祭

神

名

北
条
右
衛
門
太
夫
父
子

（
富
南
城
主
の
廟
所
・
霊
之
宮
）

三
、
村

落

名

大
平
字
東
三
分
市

四
、
祭

日

正
・
五
・
九
月

年
三
回

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
供
餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
新
城
、
南
蔵
、
正
戸
、
三
分
一

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
富
南
城
主
北
条
父
子
の
霊
を
祀
り
、
霊



二
二
頁

之
宮
と
す
る
。

正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
三
月
鎌
倉
よ
り
わ
け
あ
り
、
北
条
右
衛

門
太
夫
殿
伊
豆
に
流
さ
れ
、
大
平
富
南
城
御
屋
形
小
河
原
兵
部
、
田

中
軍
藏
に
預
け
ら
れ
、
こ
の
城
に
篭
め
置
か
れ
た
。
田
方
庄
五
百
町

を
領
さ
れ
て
、
天
晴
の
殿
様
と
尊
崇
さ
れ
て
い
た
。

応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
四
月
三
日
病
死
、
六
日
葬
送
、
こ
の
地

に
埋
葬
さ
れ
榎
を
植
え
た
。
子
息
後
を
嗣
ぎ
五
月
右
衛
門
太
夫
と
な

る
。
後
死
亡
し
た
と
き
又
こ
こ
に
埋
葬
し
た
。

榎
は
成
木
し
た
後
「
御
霊
ノ
木
」
と
い
わ
れ
、
大
木
と
な
っ
た
。

後
に
畑
作
の
障
り
と
な
っ
た
た
め
伐
り
倒
さ
れ
た
が
、
村
方
に
「
た

た
り
」
が
起
こ
っ
て
疾
病
絶
え
ず
、
人
々
恐
れ
を
な
し
て
そ
の
ま
ま

捨
て
て
お
い
た
。
し
か
し
こ
の
木
が
だ
ん
だ
ん
朽
ち
て
き
て
月
夜
木

と
な
り
、
丁
度
夜
毎
に
月
が
出
た
ご
と
く
夜
な
夜
な
光
り
だ
し
、
増

す
増
す
「
た
た
り
」
が
多
く
な
っ
た
。
特
に
民
家
の
女
子
供
に
「
た

た
り
」
、
村
方
相
談
し
て
社
を
建
て
て
慰
霊
す
る
事
に
な
っ
た
。

文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
「
霊
之
宮
」
と
し
て
創
建
、
年
三
回
祀

る
。
こ
れ
よ
り
「
た
た
り
」
は
納
ま
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

慶
長
十
九
年
（
一
六
〇
四
）
春
、
徳
川
頼
宣
領
と
な
り
、
改
め
て

「
月
夜
木
明
神
」
と
崇
め
祀
る
。
そ
れ
を
誤
り
「
月
野
木
明
神
」
と

い
わ
れ
た
。
（
大
平
道
ノ
記
）

そ
の
後
い
つ
の
頃
か
、
こ
こ
の
埋
蔵
物
を
掘
り
出
そ
う
と
す
る
者

が
あ
っ
た
が
、
忽
ち
発
熱
し
て
首
曲
が
り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
以
来
村
人
恐
れ
て
近
寄
る
者
も
な
く
、
樹
木
茂
り
て
夕
暮
れ
時
に

は
梟
な
ど
鳴
き
不
気
味
だ
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
社
も
い

つ
し
か
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
又
、
こ
の
近
く
を
作
る
者
も
次
々
と

災
難
に
遭
う
た
め
、
耕
作
を
止
め
て
し
ま
っ
た
。

大
東
亜
戦
争
中
、
食
料
増
産
の
た
め
開
墾
し
、
神
地
は
五
分
の
一

位
と
な
り
、
わ
ず
か
に
旧
跡
を
止
め
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
字
名
を

「
御
陵
ノ
木
」
と
い
う
。
護
国
の
た
め
の
開
墾
に
は
「
た
た
り
」
は

無
し
か
、
今
は
そ
の
こ
と
を
聞
か
な
い
。

現
在
は
、
表
作
を
稲
、
裏
作
を
苺
を
作
り
無
駄
な
く
利
用
さ
れ
て

い
る
。

二
十
二

阿
波
嶋
大
明
神

（
あ
わ
し
ま
さ
ん
）

一
、
鎮

座

地

大
平
字
住
吉

三
分
市
中
央
南
北
道
沿
い

は
つ
は
な
ひ
め
の
み
こ
と

二
、
祭

神

名

初
花
姫
命
（
天
照
大
神
の
妹
）



二
三
頁

三
、
村

落

名

大
平
字
東
三
分
市

四
、
祭

日

三
月
三
日

（
別
に
毎
月
都
合
の
良
い
日
の
夜

当

番
制
で
「
あ
わ
し
ま
こ
う
」
を
開
く
）

五
、
供

物

元
旦
・
三
月
三
日

洗
米
、
供
餅
、
塩
、
水
、

果
物
、
菓
子
、

毎
月
の
祭

ご
飯
、
菓
子
な
ど

六
、
氏
子
組
織

大
平
全
域
「
あ
わ
し
ま
こ
う
」

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
春
三
月
、
安
産
の
守
護
神
と
し
て
祀
り

は
じ
め
る
。

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
十
二
月
、
蓼
沼
に
住
む
大
工
的
場

和
三
郎
宮
大
工
の
技
あ
り
、
社
殿
建
築
し
、
寄
進
す
る
。
妻
梅
九
十

三
歳
（
昭
和
六
十
三
年
）
健
在
。
霊
験
を
実
証
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
同
氏
長
男
父
の
遺
志
を
継
ぎ
、
社

殿
朱
色
塗
装
を
寄
進
す
る
。

女
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
篤
し
。
信
仰
す
る
者
大
平
地
区
全
域
に

及
び
、
現
在
も
婦
人
会
の
常
会
を
利
用
し
て
、
毎
月
夜
お
祈
り
し
て

祀
っ
て
い
る
。

唱
え
言
葉

ま
え
お
き

紀
州
草
な
ぎ
阿
波
嶋
大
明
神

わ
れ
た
の
む
人
の
歩
み
す
く
い

給
わ
ば
世
の
阿
波
嶋
を
神
と
奉
る
べ
し
。

わ
さ
ん

き
み
ょ
う
ち
ょ
う
ら
い

い
せ
の
国

伊
勢
大
神
宮
の
妹
に

初
花
姫
と
申
せ
し
は

十
三
才
の
明
け
の
春

三
月
桜
の
花
盛
り

女
の
役
目
を
発
明
し
て

や
し
ろ
を
け
が
し
た
そ
の
罪
で

う
つ

ろ
の
船
に
の
せ
ら
れ
て

き
州
や
ぎ
さ
に
流
さ
れ
て

き
し
ゅ
う

や
ぎ
さ
の
中
郷
で

阿
波
嶋
様
と
申
せ
し
は

ど
ん
な

き
か
た

の
や
ま
い
で
も

な
ほ
し
て
や
る
と
の
御
成
願

な
む
大
師
へ
ん

じ
ょ
う
そ
ん
。

ご
え
い
か

今
日
は
花

明
日
は
月
か
な
熱
田
川

変
わ
る
わ
が
身
を
知
ら
ぬ

お
ろ
そ
か
。

大
平
旧
部
落

小
山
、
（
松
下
、
横
代
）
、
大
井
、
御
前
帰
、
小

踊
、
戸
ケ
谷
、
（
天
満
、
多
比
口
）
、
山
口
、
吉
田
、
（
南
蔵
、
新

城
）
、
政
戸
、
南
町
、
蓼
沼
、
（
北
村
、
西
町
、
住
吉
、
宮
ノ
木
）

以
上
各
部
洛
、
（
）
内
は
合
同
、
他
は
単
独
に
毎
月
婦
人
会
で
現
在

は
茶
菓
を
接
待
。
昔
は
あ
わ
し
ま
講
と
い
っ
て
、
ふ
る
ま
い
を
し
て

い
た
。



二
四
頁

二
十
三

牛
頭
天
王

左
口
神

正
一
位
稲
荷
大
明
神

一
、
鎮

座

地

大
平
字
三
分
市
二
一
〇
〇
－
三

椋
の
老
大
木
の
元
に
あ
る
。
こ
の
椋
は
目
通
り

直
径
一
米
余
り
、
現
在
残
る
大
平
一
の
古
木
で

あ
る
。
樹
齢
三
一
五
年

二
、
祭

神

名

素
戔
鳴
尊

佐
口
神

佐
田
彦
神

三
、
村

落

名

大
平
字
東
三
分
市

四
、
祭

日

七
月
十
三
日

（
別
に
毎
月
一
日
十
五
日
）

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、

餅
、
塩
、
水
、
野
菜
、

果
物
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
東
三
分
市
南
町
並

原
一
統
（
毎
月
一
日
十
五
日
は
原
一
統
）

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
大
風
に
よ
り
、
御
前
帰
丸
山
よ
り
原
宮

内
の
屋
敷
ま
で
棟
札
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
き
た
。
訳
あ
る
こ
と
と
屋

敷
鎮
守
と
し
て
正
一
位
稲
荷
大
明
神
、
左
口
神
と
と
も
に
祀
り
は
じ

め
る
。

稲
荷
・
左
口
両
神
は
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
十
二
月
よ
り
こ

の
地
に
住
居
を
定
め
た
と
き
か
ら
祀
る
。
武
田
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た

原
宮
内
は
以
後
改
名
し
、
三
分
市
良
左
衛
門
と
称
し
土
着
し
た
。

（
現
在
の
当
主
は
原
武
雄

氏
）二

十
四

山
神
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
山
口
山
共
有
林

二
、
祭

神

名

大
山
祗
命

三
、
村

落

名

大
平
字
東
三
分
市
、
南
、
東
、
西
、
住
吉
、

四
、
祭

日

正
・
五
・
九
月
各
十
七
日

五
、
供

物

神
酒
、

餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、
塩
、
水
、

力
餅
団
子
（
洗
米
を
す
り
つ
ぶ
し
団
子
と
す
る

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
三
分
市
、
南
町
、
蓼
沼
、
西
三
分
市
、

そ
れ
ぞ
れ
講
を
開
き
祀
る
。



二
五
頁

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
祠
を
造
り
祀
る
。
三
分
市
合
同
。

承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
八
月
、
台
風
に
よ
り
破
損
甚
だ
し
く
、

九
月
祠
改
修
す
る
。

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
山
ノ
神
の
大
松
盗
伐
さ
れ
争
い
と
な
る
。

こ
の
時
ま
で
戸
ケ
谷
山
に
祀
っ
て
あ
っ
た
が
、
こ
の
事
件
で
移
築
、

山
口
山
洞
へ
勧
請
。

享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
十
一
月
、
前
項
の
事
件
和
尚
の
仲
裁
で

八
年
ぶ
り
に
龍
音
寺
に
て
和
睦
の
相
談
決
ま
り
、
解
決
す
る
。

現
在
も
尚
祭
礼
に
は
、
弓
矢
を
作
り
鬼
門
に
放
っ
て
厄
払
い
行
事

を
行
う
。
ま
た
講
を
開
き
力
餅
を
各
人
に
配
っ
て
食
べ
る
。
若
者
の

祭
り
な
り
。

昔
は
、
飯
を
山
盛
り
に
揃
え
て
食
べ
た
と
い
う
。
今
は
な
い
。

二
十
五

子
安
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
小
山

子
山
裾

二
、
祭

神

名

子
持
地
蔵
尊

三
、
村

落

名

大
平
字
小
山

四
、
祭

日

三
月
・
九
月
彼
岸

五
、
供

物

飯
、
茶
、
菓
子
、
果
物
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
小
山
全
域
女

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
三
月
祭
り
は
じ
め
る
。

小
山
全
区
女
念
仏
堂
に
集
ま
り
、
念
仏
を
唱
え
て
祀
る
。

現
在
は
小
山
区
公
会
堂
に
女
集
ま
り
念
仏
を
唱
え
、
茶
菓
で
親
睦

を
深
め
る
。

（
お
た
い
し
さ
ん
）

二
十
六

太
子
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
小
山

慈
雲
院
境
内

二
、
祭

神

名

聖
徳
太
子

三
、
村

落

名

大
平
字
小
山

四
、
祭

日

四
月
三
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
鏡
餅
、
果
物
、
菓
子
、
塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
全
地
区
各
種
職
人



二
六
頁

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

創
祀
未
詳
。

明
治
の
頃
よ
り
太
子
講
を
開
き
祀
る
。
当
時
大
平
産
の
石
材
は
有

名
で
多
く
産
出
さ
れ
、
職
人
も
非
常
に
多
か
っ
た
。
こ
の
職
人
が
社

を
建
立
し
て
盛
大
に
祀
っ
た
も
の
で
あ
る
。

合
祀

第
六
天

二
十
七

牛
頭
天
王

一
、
鎮

座

地

大
平
字
松
下
、
横
代
境
山
裾

二
、
祭

神

名

素
戔
鳴
命

三
、
村

落

名

大
平
字
松
下

四
、
祭

日

六
月
三
十
日

七
月
一
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
鏡
餅
、
果
物
、
塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
松
下
・
横
代
合
同

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
夏
創
祀
。
前
年
春
よ
り
疾
病
流
行
し
、

死
人
多
く
出
た
た
め
祀
り
始
め
た
と
い
う
。

現
在
風
祭
り
と
と
も
に
祀
っ
て
い
る
。
第
六
天
も
同
時
に
祀
る
。

大
平
七
本
松
の
内
「
天
王
松
」
が
あ
る
。

尚
、
慈
雲
院
墓
所
の
東
南
隅
に
石
仏
が
あ
る
。
昭
和
二
十
年
ま
で

こ
こ
に
松
の
大
木
が
あ
り
、
昔
は
通
行
す
る
人
が
こ
こ
で
一
息
入
れ

た
と
い
う
。
享
保
の
頃
の
露
滴
と
い
う
人
の
句
が
石
に
刻
ま
れ
て
い

る
。

涼
し
さ
は

汗
と
も
し
ら
ず

松
の
下

二
十
八

山
神
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
横
代

天
王
社
の
西
側
の
石
段
を
上
が
っ
た
山
の
上

二
、
祭

神

名

大
山
祗
命

三
、
村

落

名

大
平
字
横
代

四
、
祭

日

正
・
五
・
九
月
各
十
七
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
供
餅
、
塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
松
下
・
横
代
合
同

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
分
祀
。
小
踊
先
小
山
に
祀
っ
て
あ
る
西



二
七
頁

組
総
山
神
社
の
分
祀
で
あ
る
。

昔
は
、
山
の
神
講
を
開
き
、
正
・
五
・
九
月
の
十
七
日
に
盛
大
に

祀
っ
て
い
た
が
、
今
は
正
月
十
七
日
に
簡
素
に
祀
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。二

十
九

熊
野
神
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
大
井
山
、
志
下
坂
上
り
口
右
側
の
山

く
し

み

け

ぬ
の

み
こ
と

二
、
祭

神

名

熊
野
権
現

櫛
御
気
野
命

三
、
村

落

名

大
平
字
大
井

四
、
祭

日

九
月
九
日
（
現
在
は
日
曜
日
、
昔
は
一
月
九

日
）

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
供
餅
、
野
菜
、
果
物
、
塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
大
井
部
落
一
同

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
北
條
氏
、
関
を
大
平
に
置
い
た
頃
よ
り

祀
っ
た
と
い
う
。

文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
三
位
中
将
重
衡
の
子
、
こ
の
地
に
病
死

し
た
の
で
土
地
の
人
々
葬
送
、
こ
こ
に
埋
葬
し
て
児
の
御
前
の
墓
と

し
て
合
祀
し
供
養
し
た
と
い
う
。

参
拝
す
る
と
諸
願
よ
く
感
応
あ
り
と
い
わ
れ
、
慶
長
元
和
の
頃
よ

り
神
社
と
し
て
社
殿
を
造
り
祀
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。

現
在
九
月
の
当
番
渡
し
の
日
に
祀
っ
て
い
る
。

（
お
や
く
し
さ
ん
）

三
十

薬
師
様

一
、
鎮

座

地

大
平
字
大
井

桃
源
院
境
内

二
、
祭

神

名

東
方
薬
師
如
来

三
、
村

落

名

大
平
字
大
井

四
、
祭

日

正
・
五
・
九
月
各
十
二
日

縁
日

五
、
供

物

御
飯
、
供
餅
、
茶
、
菓
子
、
果
物
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
全
地
区
女
衆

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

享
徳
元
年
（
一
四
五
二
）
創
建
、
近
江
の
国
よ
り
移
さ
れ
安
置
さ

れ
た
と
い
う
。

昔
か
ら
災
害
や
病
気
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
衆
患
悉
除
の
神
仏
と
い



二
八
頁

う
。
神
徳
篤
く
多
く
の
信
者
が
あ
る
。

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
一
月
、
後
藤
忠
行
氏
の
寄
進
に
よ

り
桃
源
院
本
堂
南
側
へ
改
築
造
営
す
。

大
平
七
本
松
の
内
七
の
松
「
臥
龍
の
松
」
、
こ
の
桃
源
院
山
門
傍

ら
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
松
食
虫
の
た
め
枯

れ
る
。

三
十
一

山
神
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
大
井
山
、
志
下
坂
上
り
口
右
側
の
山

熊
野
神
社
北
側

二
、
祭

神

名

大
山
祗
命

三
、
村

落

名

大
平
字
大
井

四
、
祭

日

正
・
五
・
九
月
各
十
七
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
供
餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
大
井
部
落
一
同

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
分
祀
。
小
踊
先
小
山
に
祀
っ
て
あ
る
西

組
総
山
神
社
の
分
祀
で
あ
る
。

大
東
亜
戦
争
前
ま
で
は
各
家
順
番
で
山
の
神
講
を
開
き
、
若
者
に

振
舞
い
と
し
て
洗
米
を
鉢
で
す
っ
て
力
団
子
を
作
り
、
神
前
に
供
え

た
後
、
食
前
に
さ
げ
て
廻
し
食
い
を
し
て
祝
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
丸
竹
で
弓
矢
を
作
り
鬼
門
に
放
っ
て
厄
払
い
を
し
た
。
現

在
こ
の
行
事
は
な
い
。

三
十
二

稲
荷
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
大
井
山
、
志
下
坂
上
り
口
右
側
の
山

熊
野
神
社
南
側

二
、
祭

神

名

正
一
位
稲
荷
大
明
神

佐
田
彦
神

三
、
村

落

名

大
平
字
大
井

四
、
祭

日

二
月
初
午
の
日

五
、
供

物

赤
飯
、
神
酒
、
油
揚
げ
、
魚
、
五
色
紙
幡

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
大
井
部
落
一
同

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）



二
九
頁

永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
初
午
よ
り
祀
る
。

産
業
の
紙
と
し
て
豊
作
を
祈
る
。

三
十
三

観
音
堂

一
、
鎮

座

地

大
平
字
大
井

野
田
利
貞
氏
隣
岩
山
自
然
石
洞
窟

二
、
祭

神

名

観
世
音
菩
薩

三
、
村

落

名

大
平
字
大
井

四
、
祭

日

三
月
彼
岸

五
、
供

物

御
飯
、
水

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
大
井
部
落
一
同

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

創
建
未
詳

寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
三
月
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
祈
願

な
ど
あ
り
。

（
通
称

中
将
様
）

三
十
四

中
将
宮

（
八
幡
宮

併
祀
）

一
、
鎮

座

地

大
平
字
御
前
帰
山
岩
窟
（
中
将
岩
下
）

ぼ
た
も
ち
峠
南
入
る

二
、
祭

神

名

三
位
中
将
平
重
衡
霊
廟

三
、
村

落

名

大
平
字
御
前
帰

四
、
祭

日

四
月
三
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、

餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

菓
子
、
塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
御
前
帰
、
小
踊
合
同

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
洞
窟
に
祠
を
造
り
祀
る
。
ま
た
、
姫

の
心
を
慰
め
る
た
め
石
像
を
建
立
す
る
。
こ
の
年
よ
り
こ
の
地
大
平

の
領
分
と
な
る
。

文
明
十
五
年
（
一
四
八
二
）
八
幡
宮
併
せ
祀
る
。

大
平
地
域
は
、
平
家
源
氏
両
氏
の
落
ち
武
者
そ
れ
ぞ
れ
隠
れ
住
み
、

定
住
し
て
開
発
し
た
土
地
で
あ
る
。
源
平
互
い
に
手
を
取
り
合
い
協

力
し
あ
っ
た
証
據
で
あ
る
。

文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
海
路
を
逃
れ
た
平
家
の
三
位
中
将
平
重
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衡
は
、
駿
河
國
静
浦
の
浜
か
ら
上
陸
し
、
山
に
入
っ
て
鷲
頭
山
中
腹

の
大
岩
の
下
の
洞
窟
に
隠
れ
て
い
た
が
、
つ
い
に
発
覚
し
、
我
が
命

運
こ
れ
ま
で
と
こ
の
大
岩
の
上
に
て
切
腹
し
た
。
村
人
は
浜
の
石
を

持
っ
て
こ
の
場
所
を
敷
き
詰
め
清
め
た
。
現
在
も
そ
の
痕
跡
あ
り
。

戦
火
を
避
け
て
い
た
中
将
の
奥
方
と
姫
は
、
中
将
が
駿
河
に
あ
る

と
聞
き
は
る
ば
る
尋
ね
来
て
大
平
の
里
に
至
り
、
そ
の
無
事
を
聞
き

小
踊
り
し
て
喜
び
合
っ
た
と
い
う
。
「
小
踊
」
と
い
う
地
名
の
起
こ

り
で
あ
る
。

更
に
進
み
山
に
入
ら
ん
と
し
た
時
、
あ
わ
れ
に
も
中
将
切
腹
の
悲

報
に
接
し
、
奥
方
は
強
い
衝
撃
に
倒
れ
数
日
村
人
宅
に
身
を
臥
せ
、

つ
い
に
中
将
の
亡
骸
と
も
会
え
ず
帰
っ
た
と
い
う
。
御
前
の
帰
っ
た

処
と
い
う
意
味
で
「
御
前
帰
」
と
呼
び
、
左
手
の
山
を
逢
わ
ず
の
山

と
称
し
た
。
後
に
な
ま
っ
て
「
ご
ぜ
が
え
り
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
。

な
お
、
気
丈
な
姫
は
、
山
に
上
り
洞
窟
に
い
た
り
、
中
将
の
遺
骸

と
涙
の
対
面
を
し
、
父
中
将
の
洞
窟
生
活
や
最
後
を
思
い
嘆
き
悲
し

ん
だ
。

村
人
は
中
将
の
霊
と
姫
の
心
情
を
慰
め
る
た
め
、
洞
窟
に
石
像
を

建
立
し
た
。

こ
の
大
岩
を
「
中
将
岩
」
と
呼
ん
で
い
る
。

な
お
、
こ
の
境
内
に
は
大
正
天
皇
が
皇
太
子
時
代
こ
の
山
に
登
り
、

自
ら
お
植
え
に
な
ら
れ
た
お
手
植
え
の
松
の
大
木
が
あ
る
。

（
一
一
五
七
－
一
一
八
五
）
源
平
時
代
の
武
将
。
平

平
重
衡

清
盛
の
男
。
保
元
二
年
生
。
従
三
位
左
今
衞
権
中
将
。

明
石
に
て
源
氏
に
捕
え
ら
れ
、
頼
朝
と
面
謁
し
た
折
り
「
弓
馬
に

携
る
者
敵
の
為
捕
へ
ら
る
る
は
強
ち
恥
辱
に
あ
ら
ず
、

く
斬
罪
に

處
せ
ら
る
べ
し
」
と
答
え
大
い
に
感
動
さ
す
。
頼
朝
は
彼
を
篤
く
遇

し
た
。

し
か
し
平
家
の
た
め
そ
の
罪
は
免
れ
ず
、
元
暦
二
年
六
月
二
十
三

日
奈
良
木
津
川
畔
に
て
斬
首
。
時
に
享
年
二
十
九
歳
。

（
日
本
人
名
大
事
典
よ
り

抜
粋
要

約
）三

十
五

八
幡
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
御
前
帰
部
落
西
側
山
斜
面
東
向

二
、
祭

神

名

応
神
天
皇
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三
、
村

落

名

大
平
字
御
前
帰

四
、
祭

日

九
月
一
日

昔
は
八
月
十
五
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、

餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
御
前
帰
、
小
踊
合
同

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
祠
を
造
り
祀
る
。

三
十
六

第
六
天
宮

一
、
鎮

座

地

大
平
字
御
前
帰
部
落
西
側
山
斜
面
東
向

お
も
だ
る
の
み
こ
と

か
し
こ
ね
の
み
こ
と

二
、
祭

神

名

面

足

尊

惶

根

尊

三
、
村

落

名

大
平
字
御
前
帰

四
、
祭

日

九
月
一
日

昔
は
八
月
十
五
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、

餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
御
前
帰
、
小
踊
合
同

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
八
幡
宮
と
一
緒
に
祀
る
。

三
十
七

八
幡
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
戸
ケ
谷
山

戸
ケ
谷
共
有
林
（
鷲
頭
登
山
道
右
側
）

二
、
祭

神

名

譽
田
別
命

三
、
村

落

名

大
平
字
戸
ケ
谷

四
、
祭

日

八
月
十
五
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
供
餅
、
塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
戸
ケ
谷
部
落

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

元
徳
元
年
（
一
三
二
九
）
創
祀

文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
祠
改
修

現
在
九
月
に
当
番
渡
し
が
行
わ
れ
る
。
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三
十
八

山
神
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
小
踊
先
小
山
の
頂
上

二
、
祭

神

名

大
山
祗
命

三
、
村

落

名

大
平
字
小
踊

四
、
祭

日

正
・
五
・
九
月
各
十
七
日

（
現
在
は
九
月
第
一
日
曜
日
）

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
鏡
餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
小
踊
、
御
前
帰

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
大
平
西
組
総
山
ノ
神
と
し
て
祀
り
始
め

る
。昔

は
若
者
が
「
山
の
神
講
」
と
い
い
、
各
戸
順
番
に
宿
を
し
て
飲

食
を
し
た
。
夜
祭
り
を
行
っ
た
。

三
十
九

山
神
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
戸
ケ
谷
部
落
山
の
上

二
、
祭

神

名

大
山
祗
命

三
、
村

落

名

大
平
字
戸
ケ
谷

四
、
祭

日

正
・
五
・
九
月
各
十
七
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、

餅
、
塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
戸
ケ
谷
部
落

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
創
祀
と
伝
え
ら
れ
る
。

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
よ
り
戸
ケ
谷
部
落
民
祀
り
始
め
る
。

各
家
順
番
に
当
番
を
し
て
山
ノ
神
講
を
開
い
て
祀
っ
た
。

現
在
は
当
番
の
家
が
、
正
・
五
・
九
月
各
十
七
日
御
飯
と
神
酒
を

供
え
て
祀
る
。
（
大
東
亜
戦
争
後
）
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四
〇

観
音
堂

一
、
鎮

座

地

大
平
字
戸
ケ
谷

徳
楽
寺
境
内

二
、
祭

神

名

聖
如
意
輪
観
世
音
菩
薩
（
行
基
の
作
）

三
、
村

落

名

大
平
字
戸
ケ
谷

四
、
祭

日

五
月
三
日

毎
月
観
音
講
に
て
老
女
な
ど
集
ま

り
、
各
部
落
別
に
祀
る
。

五
、
供

物

洗
米
、
供
餅
、
塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
全
地
域

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

創
祀
未
詳
、
往
古
こ
の
地
に
円
成
寺
と
い
う
寺
が
あ
っ
た
。
本
尊

と
し
て
祀
っ
て
あ
っ
た
が
、
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
火
災
の
た
め

焼
失
し
た
。
本
尊
の
こ
の
観
世
音
菩
薩
は
裏
山
に
堂
を
建
て
て
祀
っ

た
。
（
こ
こ
を
堂
返
し
と
い
う
）

文
明
二
年
（
一
四
六
九
）
現
在
地
に
返
し
、
堂
を
建
て
て
祀
る
。

こ
の
仏
像
は
、
沼
津
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
仏
像
体

内
に
「
行
基
作
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
沼
津
歴
史
資
料
館
に
展
示

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

大
平
地
区
は
観
音
信
仰
篤
く
、
各
部
落
で
現
在
も
毎
月
観
音
講
を

開
き
祀
っ
て
い
る
。

ま
た
、
江
戸
時
代
よ
り
横
道
三
十
三
ヶ
所
札
所
の
九
番
で
参
詣
者

が
多
い
。

な
お
、
こ
こ
に
入
る
参
道
右
側
の
堂
脇
西
側
に
大
き
な
石
仏
が
あ

る
。四

十
一

金
刀
比
羅
神
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
多
比
口
山
洞

静
浦
多
比
に
通
ず
る
道
の
左
側
の
山

二
、
祭

神

名

大
物
主
命

三
、
村

落

名

大
平
字
多
比
口

四
、
祭

日

四
月
十
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
供
餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

菓
子
、
塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

多
比
口
、
天
満
部
落
（
昔
は
原
家
中
屋
の
鎮
守

で
個
人
で
祀
っ
て
い

た
。
）
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七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

創
祀
未
詳

長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
頃
、
岩
山
洞
窟
に
祀
り
始
め
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。

原
家
興
隆
の
頃
よ
り
盛
大
に
祭
る
よ
う
に
な
り
、
山
の
中
腹
に
あ

り
な
が
ら
出
店
も
並
び
闘
鶏
な
ど
も
あ
っ
た
。
道
路
添
に
は
祭
り
幡

を
立
て
、
参
拝
者
に
は
紅
白
の
菓
子
を
配
る
な
ど
、
大
平
全
域
よ
り

集
ま
る
程
の
祭
り
で
あ
っ
た
。

現
在
は
多
比
口
、
天
満
部
落
で
わ
ず
か
に
祭
っ
て
い
る
。

四
十
二

龍
音
寺
聖
観
世
音

一
、
鎮

座

地

大
平
字
吉
田

龍
音
寺

二
、
祭

神

名

聖
観
世
音
菩
薩

三
、
村

落

名

大
平
字
吉
田

四
、
祭

日

五
月
三
日

五
、
供

物

供
餅
、
団
子
、
果
物
、
菓
子
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
地
域
全
般

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
覚
翁
と
い
う
僧
が
来
た
り
、
こ
の
地
に

雲
の
よ
う
に
眺
め
ら
れ
る
巨
岩
が
露
出
し
て
い
る
の
を
見
て
、
庵
室

結
び
本
尊
に
阿
弥
陀
如
来
を
安
置
し
た
。

明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
覚
翁
坊
死
去
す
。
依
っ
て
こ
れ
を
覚
翁

庵
と
い
う
。

応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
覚
翁
庵
の
庭
の
大
岩
、
苔
白
く
雲
の
渡

る
に
似
て
い
る
の
で
、
石
雲
庵
と
改
称
す
。

永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
春
よ
り
疾
病
流
行
、
多
く
の
人
死
亡
。

永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
石
雲
庵
へ
寄
り
集
ま
っ
て
百
万
遍
修
行
、

漸
く
納
ま
る
。

翌
十
一
年
（
一
四
三
九
）
三
分
市
で
阿
弥
陀
堂
を
建
て
る
相
談
が

決
ま
る
。

翌
十
二
年
（
一
四
四
〇
）
寺
田
に
建
立
し
、
百
万
遍
修
行
を
行
う
。

（
現
在
保
育
所
の
南
側
、
石
碑
の
あ
る
場
所
。
こ
こ
は
後
に
学
校
の

始
め
と
な
る
大
平
舎
が
で
き
る
。
）

嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
大
平
村
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

反
三
六
〇
坪
が
三
〇
〇
坪
に
改
め
ら
れ
る
。

覚
翁
坊
死
後
は
一
一
八
年
間
石
雲
庵
は
無
住
で
あ
っ
た
。
そ
の
間

の
い
つ
の
頃
か
未
詳
で
あ
る
が
、
旅
の
僧
観
音
像
を
背
負
っ
て
来
た
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り
一
夜
の
宿
を
か
り
た
。
翌
朝
出
発
し
よ
う
と
観
音
像
を
背
負
っ
た

と
こ
ろ
腰
が
抜
け
て
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
降
ろ
し

た
と
こ
ろ
何
事
も
な
か
っ
た
の
で
再
び
背
負
っ
て
立
ち
上
が
ろ
う
と

し
た
が
、
又
腰
が
抜
け
て
立
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
旅
の
僧
は

神
罰
と
恐
れ
観
音
像
を
そ
の
ま
ゝ
残
し
て
逃
げ
去
っ
た
と
い
う
。
村

人
は
こ
れ
を
石
雲
庵
に
祀
り
祈
願
し
た
と
こ
ろ
霊
験
が
あ
る
の
で
、

百
万
遍
念
仏
も
こ
こ
に
集
ま
っ
て
祈
願
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

伝
承
が
あ
る
。

永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
桃
源
院
二
世
越
渓
和
尚
再
建
。
石
雲
山

龍
音
寺
と
称
し
住
職
と
な
る
。
観
音
像
を
正
式
に
龍
音
寺
で
祀
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
時
か
ら
で
あ
る
。
石
雲
庵
に
そ
れ
以
前
か
ら

祀
っ
て
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
興
国
寺
伊
勢
の
守
殿
（
北
條
早
雲
）
よ

り
銀
五
十
枚
づ
つ
毎
年
贈
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
桃
源
院
の
末
寺

で
あ
っ
た
た
め
の
供
養
な
り
。

龍
音
寺
の
開
山
は
以
上
の
記
録
の
よ
う
に
越
渓
麟
易
和
尚
、
本
尊

は
聖
観
世
音
菩
薩
と
な
っ
て
い
る
。

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
九
月
十
一
日
の
火
災
で
本
堂
焼
失
、

本
尊
の
観
音
像
は
背
負
い
出
さ
れ
て
無
事
で
あ
っ
た
。

大
正
十
二
年
（
一
九
三
二
）
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分
の

大
地
震
（
七
．
九
）
に
南
側
の
石
山
の
大
岩
落
下
し
て
本
堂
を
損
傷

す
る
も
、
本
尊
は
無
事
。

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
十
一
月
二
十
六
日
午
前
四
時
二
分
伊
豆

大
地
震
に
再
び
大
岩
転
落
、
本
堂
隅
を
破
損
し
た
が
幸
い
本
尊
は
無

事
で
あ
っ
た
。

翌
六
年
の
失
火
に
よ
り
、
防
火
水
の
用
意
な
く
本
堂
も
類
焼
し
た

が
、
大
平
消
防
団
の
助
け
に
よ
り
山
口
の
古
木
寿
松
氏
命
が
け
で
背

負
い
出
し
、
観
音
像
を
無
事
救
出
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
七
月
七
日
の
七
夕
豪
雨
で
本
堂
裏
山

が
崩
れ
落
ち
た
が
、
こ
の
時
も
無
事
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
十
二
月
、
し
ば
ら
く
の
間
桃
源
院

の
兼
務
で
無
住
で
あ
っ
た
が
、
館
和
典
和
尚
住
職
と
し
て
着
任
す
。

村
人
の
話
に
よ
り
観
音
像
の
古
き
を
知
り
、
檀
家
と
も
相
談
し
て

国
立
文
化
財
研
究
所
久
野
健
氏
や
、
奈
良
の
仏
像
鑑
定
家
宝
田
信
彦

氏
に
鑑
定
を
依
頼
。
天
平
、
弘
仁
、
貞
観
時
代
の
形
式
が
像
の
各
部

に
み
ら
れ
る
珍
し
い
作
品
で
あ
り
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
が
高
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
虫
食
い
状
態
が
進
行
し
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
放
置
す
れ
ば
二
十
年
前
後
で
壊
れ
て
し
ま
う
、
修
理
は
可
能
だ

と
診
断
さ
れ
た
。

そ
こ
で
市
教
委
文
化
財
係
、
檀
徒
、
地
区
関
係
者
に
事
情
を
訴
え
、
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協
力
を
要
請
、
篤
志
者
も
あ
っ
て
、
先
ず
防
火
装
置
を
施
し
、
後
に

藤
本
仏
師
の
修
復
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

立
像
等
身
大
立
観
音
（
沼
津
市
文
化
財
呼
称
）
除
幕
式
、
観
世
音

菩
薩
開
眼
入
魂
法
要
は
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

一
本
の
榧
の
木
を
彫
刻
し
た
も
の
で
腰
部
わ
ず
か
に
木
心
を
く
り

抜
き
、
乾
割
を
防
除
し
て
あ
る
。
台
座
は
時
代
が
異
な
る
が
、
完
全

な
も
の
な
ら
ば
国
宝
級
の
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
。

観
音
様
の
信
仰
は
篤
く
、
大
平
地
域
各
部
落
で
観
音
講
を
開
き
、

毎
月
祀
っ
て
い
る
。

こ
の
龍
音
寺
山
門
北
西
に
樹
齢
七
百
年
余
り
の
老
松
が
あ
っ
た
。

大
平
七
本
松
の
内
二
の
松
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
松
食
い
虫
の
た
め

枯
れ
た
。

四
十
三

七
面
大
明
神

一
、
鎮

座

地

大
平
字
新
城
七
面
山
頂

旧
富
南
城
見
張
所

二
、
祭

神

名

七
面
天
女

三
、
村

落

名

大
平
字
新
城

四
、
祭

日

四
月
十
八
日

午
前
十
一
時

五
、
供

物

五
色
餅
、
神
酒
、
海
草
、
野
菜
、
果
物
、

塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
地
域
全
般

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
二
月
、
円
城
寺
本
尊
観
音
施
主
あ
り
て

山
之
頂
ニ
御
堂
を
建
而
遷
シ
祭
ル
。
と
「
大
平
年
代
記
」
に
あ
り
。

七
面
堂
の
前
身
か
。

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
岩
山
に
洞
窟
あ
り
。
山
頂
な
れ
ど
常
時

水
の
絶
え
る
こ
と
な
く
、
龍
神
が
住
む
と
不
思
議
が
ら
れ
て
祀
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。

寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
三
月
、
お
万
の
方
大
平
星
屋
へ
逗
留
の

折
り
、
七
面
山
へ
登
り
参
詣
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
使
用
し
た
食
器
な

ど
円
教
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
玉
沢
妙
法
華
寺
参
詣
に
事
寄
せ
吉

奈
の
湯
に
行
く
途
中
、
少
女
の
頃
育
て
ら
れ
た
星
屋
家
に
来
た
も
の

で
あ
る
。

明
治
廿
四
年
（
一
八
九
一
）
十
月
十
二
日
社
殿
を
木
造
瓦
葺
き
に

て
改
築
す
る
。
こ
の
社
殿
は
現
在
も
あ
る
。
敷
地
は
新
城
の
浅
香
世

民
氏
の
寄
進
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
大
工
は
三
島
町
の
富
岡
梅
吉
氏

で
あ
っ
た
。
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以
後
盛
大
な
祭
り
を
し
、
露
店
も
沢
山
出
た
り
子
供
相
撲
な
ど
の

余
興
も
あ
り
、
参
道
数
ケ
所
に
祭
り
幡
を
立
て
遠
く
か
ら
も
よ
く
わ

か
っ
た
と
い
う
。
大
平
地
区
の
み
な
ら
ず
他
村
か
ら
も
参
詣
者
が
多

か
っ
た
と
い
う
。

岩
窟
の
池
は
、
こ
れ
を
清
掃
し
汲
み
出
す
と
必
ず
雨
が
降
り
、
元

通
り
の
水
と
な
っ
た
の
で
益
々
信
仰
を
深
め
た
。
雨
乞
い
の
た
び
に

こ
う
し
て
雨
を
降
ら
せ
て
喜
ん
だ
と
の
事
。

現
在
も
円
教
寺
主
体
と
な
り
、
檀
家
数
軒
宛
て
順
番
に
当
番
を
し

て
祭
り
を
す
る
。

こ
の
七
面
様
へ
登
る
山
道
右
側
山
上
に
赤
松
の
老
木
あ
り
。
「
傘

松
（
か
ら
か
さ
ま
つ
）
」
「
七
面
天
女
松
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

大
平
七
本
松
の
内
三
の
松
と
い
う
。
現
在
は
松
食
い
虫
の
た
め
枯
れ

て
無
い
。
根
株
の
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
松
脂
強
く
赤
脂
に
な
っ
て

い
る
。

四
十
四

大
聖
不
動
尊
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
新
城

円
教
寺
東
南
の
富
南
城
跡
へ

登
る
山
道
右
側
へ
祀
る
。

二
、
祭

神

名

不
動
明
王

三
、
村

落

名

大
平
字
新
城

四
、
祭

日

毎
月
七
日

現
在
は
毎
月
の
当
番
の
家
の

都
合
の
よ
い
日
曜
日
の
夜

五
、
供

物

茶
飯
、
神
酒
、
果
物
、
菓
子
、
塩
、
水
、
等

正
月
に
は
供
餅
を
供
え
る
。

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
南
蔵
、
新
城
、

昔
は
三
分
一
村
も
一
緒
に
祀
っ
た
。

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

創
建
は
未
詳
な
る
も
、
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
以
前
よ
り
祀
っ

て
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
五
月
吉
日
、
獻
燈
あ
り
。

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
四
月
二
十
八
日
、
原
喜
太
夫
重
治
銘
あ

り
。寛

延
四
年
（
一
七
五
一
）
八
月
吉
日
、
三
分
一
村
造
営
の
不
動
尊

銘
石
あ
り
。

明
治
の
頃
ま
で
三
分
一
と
新
城
、
南
蔵
は
合
併
し
て
い
て
不
動
講

を
開
い
て
い
た
。
正
月
は
必
ず
大
山
不
動
尊
に
代
表
者
が
参
拝
し
て
、

吉
凶
占
い
（
筒
粥
）
を
受
け
て
き
た
。
昭
和
の
始
め
頃
ま
で
、
各
部
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落
に
別
れ
て
不
動
講
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
続
い
て
い
た
。

山
裾
に
堂
宇
あ
り
、
村
人
集
ま
り
豊
作
祈
願
や
風
祭
り
な
ど
を
し

た
。四

十
五

天
神
宮

鬼
子
母
神
、
八
幡
大
菩
薩

合
祀

一
、
鎮

座

地

大
平
字
新
城

富
南
城
跡

東
北
隅

二
、
祭

神

名

正
一
位
芭
蕉
天
神

三
、
村

落

名

大
平
字
新
城

四
、
祭

日

毎
月

不
動
講
と
同
時
に
祀
る
。

五
、
供

物

茶
飯
、
洗
米
、
神
酒
、
果
物
、
菓
子
、
塩
、

水
、
等

正
月
に
は

餅
を
供
え
る
。

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
南
蔵
、
新
城
、
政
戸
部
落
合
同
。

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
正
月
二
十
五
日
勧
請
、
円
教
寺
廿
五
世

日
宣
祈
願
に
よ
る
大
願
成
就
、
新
城
村
渡
辺
政
吉

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
一
月
十
五
日
、
願
主
渡
辺
政
吉

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
五
月
二
十
一
日
、
宮
大
工
的
場
和
三
郎

本
殿
改
築
。

男
の
病
気
に
対
し
て
の
守
神
と
云
わ
れ
、
綾
部
良
作
の
祈
願
に
よ

る
石
灯
篭
の
奉
納
あ
り
。

毎
月
天
神
講
を
開
き
順
番
に
当
番
と
な
り
祀
っ
て
い
る
。

毎
年
代
表
者
は
、
本
宮
へ
祈
願
料
を
持
参
し
て
参
詣
し
て
い
る
。

四
十
六

山
神
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
山
口
山
登
り
口
右
側
東
向
き
斜
面

二
、
祭

神

名

大
山
祗
命

三
、
村

落

名

大
平
字
山
口

四
、
祭

日

正
・
五
・
九
月
各
十
七
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
供
餅
、
力
団
子
、
魚
、
野
菜
、

果
物
、
塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
山
口
部
落
一
同
。

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
創
祀
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部
落
内
当
番
を
順
番
に
行
い
、
山
の
神
講
を
開
き
祀
る
。

洗
米
を
鉢
で
す
り
つ
ぶ
し
て
作
っ
た
団
子
を
力
餅
と
云
い
、
神
前

に
供
え
た
あ
と
下
げ
て
持
ち
帰
り
、
宴
席
で
廻
し
食
い
を
し
て
力
が

出
る
よ
う
に
祈
る
。
ま
た
弓
矢
を
作
っ
て
鬼
門
に
矢
を
放
ち
、
厄
払

い
を
す
る
神
事
あ
り
。
若
者
の
祭
り
。

四
十
七

水
神
様

（
辧
天
宮
）

一
、
鎮

座

地

大
平
字
古
池
南
東
隅
湧
水
地

二
、
祭

神

名

龍
神

弁
財
天

三
、
村

落

名

大
平
字
山
口

四
、
祭

日

四
月
三
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
供
餅
、
果
物
、
菓
子
、
塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
山
口
、
天
満
、
多
比
口
、
吉
田
、

各
部
落
合
同
。

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
春
、
山
口
洞
山
裾
に
築
堤
、
溜
池
を
造

り
そ
の
端
に
祀
る
。

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
正
月
、
今
ま
で
の
池
は
水
保
ち
悪
く
、

山
口
部
落
西
側
に
新
し
く
築
堤
し
て
大
池
を
造
る
。
中
央
に
島
を
造

り
遷
し
て
祀
る
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
耕
地
整
理
に
よ
り
池
を
つ
ぶ
し
改
田
と

し
た
た
め
、
島
も
な
く
な
り
字
大
塚
堤
防
上
に
祀
る
。
菅
田
に
潅
漑

揚
水
場
あ
り
、
電
力
揚
水
用
に
改
造
し
た
た
め
記
念
と
し
て
遷
し
て

祀
る
。

そ
の
後
五
～
六
年
間
山
口
部
落
に
災
害
や
若
死
に
す
る
も
の
多
く
、

水
神
を
遷
し
た
た
め
と
誰
い
う
と
な
く
噂
と
な
り
、
区
民
相
談
の
上

元
の
場
所
に
戻
す
事
に
な
り
、
現
在
地
に
て
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
。

四
十
八

山
神
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
多
比
口
、
天
満
共
有
林

二
、
祭

神

名

大
山
祗
命

三
、
村

落

名

大
平
字
多
比
口
、
天
満
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四
、
祭

日

正
・
五
・
九
月
各
十
七
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
供
餅
、
力
餅
、
魚
、
野
菜
、

果
物
、
塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
多
比
口
、
天
満
部
落
一
同

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
創
祀

両
部
落
内
順
番
に
当
番
と
な
り
、
宿
を
し
て
山
の
神
講
を
開
き
祀

る
。洗

米
を
鉢
で
す
り
つ
ぶ
し
て
作
っ
た
団
子
を
力
餅
と
云
い
、
神
前

に
供
え
た
あ
と
下
げ
て
き
て
、
宴
席
で
廻
し
食
い
を
し
て
力
を
つ
け

る
。
ま
た
弓
矢
を
作
っ
て
鬼
門
に
矢
を
放
ち
、
厄
払
い
を
す
る
な
ど

行
事
あ
り
。

四
十
九

山
神
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
吉
田
山
共
有
林

二
、
祭

神

名

大
山
祗
命

三
、
村

落

名

大
平
字
吉
田

四
、
祭

日

正
・
五
・
九
月
各
十
七
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
供
餅
、
力
餅
、
魚
、
野
菜
、

果
物
、
塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
吉
田
部
落
一
同

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
創
祀

順
番
に
当
番
と
な
り
、
山
の
神
講
を
開
き
祀
る
。

大
東
亜
戦
争
前
は
、
洗
米
に
て
力
団
子
を
つ
く
り
、
神
前
に
供
え

た
あ
と
下
げ
て
き
て
、
宴
席
で
廻
し
食
い
を
し
た
が
今
は
行
わ
れ
な

い
。
ま
た
弓
矢
の
行
事
も
今
は
中
止
し
て
い
る
。

昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
九
月
十
二
日
、
台
風
十
八
号
に
よ
り

こ
の
吉
田
山
四
ヶ
所
崩
れ
る
。
こ
の
神
地
も
崩
れ
祠
も
押
し
出
さ
れ

た
の
で
、
山
裾
の
庚
申
堂
へ
遷
し
て
祀
っ
て
い
る
。
天
正
十
九
年

（
一
五
八
九
）
に
も
山
崩
れ
が
あ
り
向
岳
庵
な
ど
埋
ま
っ
た
事
が
あ

る
。
こ
の
山
は
急
斜
面
の
た
め
危
険
で
あ
る
。

五
十

山
神
社



四
一
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一
、
鎮

座

地

大
平
字
南
蔵
山
西
向
斜
面

二
、
祭

神

名

大
山
祗
命

三
、
村

落

名

大
平
字
南
蔵
、
新
城

四
、
祭

日

正
・
五
・
九
月
各
十
七
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
供
餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
南
蔵
、
新
城
部
落
共
同

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
創
祀

部
落
住
民
順
番
に
当
番
宿
と
な
り
、
山
の
神
講
を
開
き
祀
る
。
現

在
も
続
い
て
い
る
。

応
永
十
六
年
（
一
四
〇
九
）
同
十
七
年
と
旱
魃
続
き
、
田
畑
は
荒

れ
果
て
た
。
そ
こ
で
行
者
を
頼
み
、
江
尻
橋
付
近
で
百
日
間
の
祈
祷

を
行
い
、
雨
乞
い
を
し
た
と
こ
ろ
降
っ
て
き
た
の
で
大
喜
び
し
、
こ

の
修
験
者
を
江
尻
に
当
光
庵
、
南
蔵
庵
を
造
り
そ
の
後
数
十
年
間
住

ま
わ
せ
た
。

後
に
南
蔵
坊
と
呼
ば
れ
た
。

こ
こ
に
不
動
明
王
を
祀
る
。
現
在
こ
れ
は
浅
間
神
社
登
り
口
の
坂

中
途
右
側
に
祀
っ
て
あ
る
。
部
落
民
毎
月
不
動
講
を
順
番
に
当
番
を

し
て
祀
っ
て
い
る
。

大
平
地
区
に
は
全
域
に
こ
の
不
動
講
が
あ
り
、
各
戸
順
番
で
当
番

と
な
り
、
夜
間
宴
を
開
き
祀
っ
て
い
た
が
、
戦
後
簡
単
に
す
る
部
落

も
あ
る
が
大
部
分
は
続
け
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
は
山
の
神
と
併
せ
て

祀
っ
て
い
る
。

五
十
一

稲
荷
社

一
、
鎮

座

地

大
平
字
南
蔵
山
西
向
斜
面

山
神
社
と
並
べ
て
祀
る
。

う
か
の
み
た
ま
の
か
み

う
け
も
ち
の
か
み

二
、
祭

神

名

倉
稲
魂
神
（
別
名
保
食
神
）

三
、
村

落

名

大
平
字
南
蔵

四
、
祭

日

二
月
初
午
の
日

五
、
供

物

（
供
餅
は
特
別
正
月
）
赤
飯
、
神
酒
、
魚
、
油
揚

げ
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
南
蔵
住
人
、

新
城
綾
部
家
で
現
在
祀
っ
て
い
る
。

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
道
心
坊
法
仙
建
立
し
祀
る
。



四
二
頁

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
六
月
二
十
日
南
蔵
加
左
衛
門
、
里
と
い

う
女
を
殺
害
、
自
殺
す
る
。

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
南
蔵
三
左
衛
門
後
家
に
狐
が
と
り
つ
き
、

日
蓮
宗
道
心
坊
法
仙
祈
念
す
る
。
狐
後
家
を
通
し
て
申
す
に
、
子
細

あ
り
て
山
の
神
に
社
を
取
り
上
げ
ら
れ
宿
無
し
狐
と
な
る
。
元
の
社

地
に
帰
参
し
て
稲
荷
と
な
り
た
く
て
も
、
今
の
狐
の
身
で
は
社
も
建

立
な
り
難
し
。
依
っ
て
こ
の
後
家
に
と
り
つ
き
こ
の
訳
を
申
す
。
取

り
持
っ
て
く
れ
れ
ば
当
村
の
繁
栄
を
守
護
す
る
と
。
法
仙
こ
れ
に
よ

り
祀
る
。

近
郷
の
者
噂
を
聞
き
参
詣
盛
ん
に
な
る
。

翌
五
年
、
こ
の
こ
と
伊
豆
、
相
模
ま
で
知
れ
渡
り
参
詣
盛
ん
に
な

る
も
、
諸
国
の
疱
瘡
、
こ
の
春
よ
り
当
村
に
も
流
行
。
後
家
を
通
し

て
な
お
る
と
い
わ
れ
た
当
村
の
子
供
ど
も
も
皆
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
参
詣
者
も
少
な
く
な
り
、
す
た
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

（
大
平
年
代
記
よ

り
）五

十
二

久
須
八
幡
宮

一
、
鎮

座

地

大
平
字
月
ヶ
洞
入
口
右
側
の
南
面
山
の
上
（
五

十

米
）

二
、
祭

神

名

応
神
天
皇

三
、
村

落

名

大
平
字
月
ヶ
洞

四
、
祭

日

四
月
十
五
日

五
、
供

物

洗
米
、
神
酒
、
供
餅
、
魚
、
野
菜
、
果
物
、

塩
、
水
、

六
、
氏
子
組
織

大
平
字
月
ヶ
洞

原
一
統

七
、
備
考
（
創
建
年
沿
革
そ
の
他
）

桃
源
院
が
管
理
し
て
い
る
。
（
こ
の
寺
の
七
世
宗
虎
和
尚
は
、
甲

州
武
田
二
十
四
将
原
加
賀
守
の
弟
原
宗
吉
で
あ
る
。
）

天
正
十
一
年
創
祀
。
原
加
賀
の
守
の
縁
者
四
人
が
桃
源
院
を
頼
り
、

逃
れ
来
て
住
み
着
き
守
神
と
し
て
祀
り
は
じ
め
た
も
の
で
あ
る
。

古
伝
に
葛
巻
山
麓
に
八
幡
宮
を
祀
り
て
「
久
須
八
幡
宮
」
と
称
す
。

事
を
始
め
る
に
当
っ
て
霊
験
が
あ
ら
た
か
で
あ
る
と
謂
わ
れ
て
い

る
。



四
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大
平
の
神
社
は
以
上
の
よ
う
に
数
多
く
あ
る
も
、
現
在
ま
で
続
い
て
盛
大
に
お
祭
り
を
し
て
い
る
神
社
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

元
村
社

鷲
頭
神
社
（
合
祀

天
神
社
、
八
幡
社
、
御
嶽
社
）

大
平
八
社
神

御
嶽
神
社
、
正
八
幡
神
社
、
浅
間
神
社
、
湯
屋
権
現
、
白
山
権
現
、
山
王
権
現
、
白
髭
明
神

内
八
社
神

諏
訪
大
明
神
、
結
大
明
神
、
佐
口
神
、
天
白
稲
荷
大
明
神
、
木
曾
大
明
神
（
木
ノ
宮
社
）

八
幡
宮
、
子
ノ
神
（
甲
子
様
）

金
山
大
権
現

三
分
市

天
王
様
、

御
前
帰

中
将
様
、

松
下

天
王
様
、

大
井

熊
野
神
社

新
城

円
教
寺
の
七
面
様
、

吉
田

龍
音
寺
の
聖
観
世
音
菩
薩
、

大
井

桃
源
院
の
薬
師
様
、

大
平

部
落
で
祀
っ
て
い
る
も
の

山
神
社
（
山
の
神
講
、
不
動
講
）

阿
波
嶋
社
（
あ
わ
し
ま
講
女
）
（
観
音
講

老
女
）



四
五
頁

道

祖

神

に

つ

い

て

「
道
祖
神
」
と
い
う
名
称
は
、
中
国
「
道
教
」
の
も
の
で
、
道
行
く
人
の
無
事
息
災
を
守
る
神
で
あ
る
。

「
サ
エ
ノ
カ
ミ
」
は
、
日
本
独
特
の
名
称
で
あ
る
が
、
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
｛
奈
良
時
代
の
皇
子
に
「
道
祖
王
」
と
い
う
方
が
あ

り
、
「
フ
ナ
ド
ノ
オ
オ
キ
ミ
」
と
読
ん
だ
。
道
祖
神
を
「
フ
ナ
ト
」
「
フ
ナ
ド
」
「
ク
ナ
ト
ノ
カ
ミ
」
な
ど
と
呼
ぶ
｝

同
一
視
さ
れ
た
理
由
は
、
性
質
の
類
似
性
、
共
通
性
が
あ
る
た
め
で
両
者
が
混
同
さ
れ
、
本
来
の
「
サ
エ
ノ
カ
ミ
」
よ
り
「
道
祖
神
」
の
方
が

一
般
的
に
な
っ
た
。
ま
た
、
氏
子
の
願
望
に
よ
り
、
様
々
な
事
を
祈
る
神
と
な
っ
た
。

道
祖
神
の
内
単
神
の
像
を
刻
ん
で
あ
る
も
の
は
、
主
に
厄
除
、
除
災
招
福
の
た
め
祀
ら
れ
る
。
（
裾
野
よ
り
南
部
に
多
い
）

双
神
の
場
合
は
、
旅
人
の
交
通
安
全
と
、
殖
産
、
厄
除
、
招
福
な
ど
を
含
め
て
、
夫
婦
和
合
、
子
孫
繁
栄
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
主
と
し
て
、

裾
野
よ
り
北
部
に
あ
る
。
御
殿
場
に
は
夫
婦
和
合
を
現
す
男
女
神
で
、
胸
部
と
股
間
に
手
を
の
ば
し
て
抱
き
合
っ
て
い
る
像
も
あ
る
。

ま
た
、
神
社
と
し
て
は
、
御
殿
場
市
大
堰
中
丸
の
美
乃
和
神
社
（
高
根
神
社
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
の
祭
神
は
、
八
衢
大
神
（
や
ち
ま
た
の
お

お
か
み
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
祭
神
は
八
衢
大
神
（
や
ち
ま
た
の
お
お
か
み
）
で
道
饗
祝
詞
（
み
ち
あ
え
の
の
り
と
）
に
は
道
祖
神
と
さ
れ

て
い
る
。
（
街
祖
神
、
道
陸
神
、
道
禄
神
、
道
六
神
、
道
勤
義
神
、
道
福
神
）

道
祖
神
の
祭
神
は
、
「
八
衢
彦
・
八
衢
姫
」
と
呼
ば
れ
る
男
女
二
神
で
「
く
な
ど
（
勿
来
＝
来
る
勿
れ
）
」
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

「
岐
神
」
「
久
那
斗
神
」
と
も
い
う
。
「
猿
田
彦
神
」
の
場
合
も
あ
る
。

古
事
記
で
は
黄
泉
（
よ
み
）
の
国
に
女
神
が
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
追
っ
て
行
っ
た
男
神
が
「
ヨ
モ
ツ
イ
ク
サ
」
に
負
わ
れ
て
辛
う
じ
て
逃

げ
帰
っ
た
そ
の
出
口
に
据
え
た
の
が
「
千
曳
磐
」
と
い
う
。
そ
し
て
こ
こ
で
「
来
る
勿
れ
」
と
言
っ
た
の
で
「
勿
来
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ク
ナ
ド
と
は
、
そ
の
属
す
る
地
域
集
団
の
生
活
空
間
と
他
勢
力
（
物
的
、
霊
的
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
勢
力
）
空
間
と
接
す
る
場
所
の
事
で
あ
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る
。
仏
教
伝
来
以
後
「
地
蔵
」
も
そ
の
性
格
を
も
つ
の
で
、
集
落
の
で
入
り
口
周
辺
の
路
傍
に
、
同
じ
様
な
意
味
合
い
で
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
現
在
で
は
、
路
傍
の
「
地
蔵
」
は
そ
の
性
格
か
ら
も
っ
と
多
く
の
神
徳
を
付
せ
ら
れ
て
祀
ら
れ
て
い
る
。

大
平
の
方
言
「
サ
ェ
ア
ー
ノ
カ
ミ
サ
ン
」
は
、
「
賽
の
神
」
「
幸
の
神
」
「
さ
え
の
か
み
」
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
い
づ
れ
も
そ
の

部
落
の
入
り
口
の
道
ば
た
に
一
つ
の
石
で
像
を
刻
ん
で
あ
る
。
年
号
の
刻
ん
で
あ
る
も
の
は
、
東
三
分
市
南
町
の
吉
川
宅
地
続
き
の
揚
水
路
上
に

あ
る
一
体
だ
け
で
あ
る
。

静
岡
県
下
で
は
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
九
月
の
も
の
が
小
山
町
に
あ
り
、
こ
れ
が
判
明
し
て
い
る
も
の
の
最
古
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

大
平
は
、
元
暦
元
年
（
一
六
七
二
）
北
條
四
郎
時
政
が
新
城
の
円
教
寺
裏
山
へ
関
を
造
っ
た
の
が
始
め
で
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
に
は
そ

の
関
に
小
城
を
築
い
て
遠
山
民
部
を
城
主
に
し
て
い
る
記
録
が
あ
る
。
住
民
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
住
み
始
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

大
平
に
本
格
的
に
百
姓
が
住
み
始
め
た
の
は
、
大
平
年
代
記
に
よ
れ
ば
、
正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
星
屋
修
理
亮
主
従
四
人
に
よ
り
田
畑
の
開

墾
が
始
ま
り
、
四
〇
年
後
の
応
安
五
年
（
一
三
七
二
）
に
は
、
人
口
も
二
十
三
軒
二
七
〇
人
と
な
る
。

大
平
の
「
サ
エ
ノ
カ
ミ
」
も
早
け
れ
ば
関
の
作
ら
れ
た
十
二
世
紀
、
遅
く
も
開
拓
の
始
ま
っ
た
十
五
世
紀
ご
ろ
か
ら
祀
り
始
め
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
当
時
の
人
た
ち
が
頼
れ
る
の
は
神
さ
ま
だ
け
で
あ
っ
た
。
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
疫
病
が
大
流
行
し
て
困
り
、
三
分
市
に
阿
弥
陀
堂

（
後
の
大
平
舎
の
位
置
）
を
建
て
て
百
万
遍
念
仏
を
行
い
、
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
に
は
大
旱
魃
や
大
出
水
に
格
別
な
霊
験
の
あ
る
鷲
頭
明
神

を
頼
ん
だ
の
も
、
こ
の
こ
と
か
ら
で
あ
ろ
う
。

大
平
で
最
も
古
い
道
祖
神
は
、
東
三
分
市
南
町
の
吉
川
家
屋
敷
続
き
の
揚
水
路
上
に
一
枚
石
の
橋
を
渡
し
て
、
そ
の
上
に
祀
っ
て
い
る
二
体
の

内
の
古
い
方
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
以
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
七
面
山
の
石
を
使
っ
た
卵
形
の
一
尺

五
寸
（
五
〇
㎝
）
く
ら
い
の
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
吉
田
山
（
龍
音
寺
南
の
山
）
の
石
が
堅
く
て
風
化
し
な
い
の
で
、
こ
の
石
で
作
っ
た
像
が

現
在
残
っ
て
い
る
小
さ
い
方
の
頭
の
な
い
像
で
あ
る
。
こ
れ
は
元
文
四
年
（
一
七
三
七
）
に
前
の
も
の
が
古
く
な
り
形
だ
け
に
な
っ
た
た
め
、
造

り
替
え
ら
れ
た
も
の
で
重
さ
は
一
六
〇
㎏
あ
る
。
前
の
像
は
、
毎
年
正
月
十
四
日
ド
ン
ド
焼
の
場
所
へ
運
び
焼
い
て
い
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
い
つ

の
頃
か
な
く
な
っ
て
今
は
な
い
。



四
七
頁

元
は
道
の
南
側
丁
字
路
の
角
に
あ
り
、
間
伐
材
運
搬
の
た
び
毎
に
こ
す
っ
た
り
甚
だ
し
い
と
き
は
転
が
し
た
り
し
て
困
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ

頭
が
と
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
正
六
年
（
一
九
一
八
）
東
部
耕
地
整
理
の
時
セ
メ
ン
ト
で
丸
い
石
を
頭
と
し
て
つ
け
た
が
、
す
べ
す
べ
し
た

と
こ
ろ
へ
同
じ
様
な
材
質
の
玉
石
だ
っ
た
の
で
す
ぐ
に
と
れ
て
し
ま
っ
た
。

大
き
い
方
の
「
さ
え
の
か
み
」
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
四
月
吉
川
岩
吉
氏
が
、
病
弱
で
あ
っ
た
が
信
心
の
た
め
丈
夫
に
な
り
還
暦
を
迎
え

る
事
が
で
き
た
喜
び
を
、
報
恩
感
謝
し
て
七
面
山
の
石
を
も
っ
て
彫
刻
し
、
現
在
地
に
入
魂
し
て
祀
っ
た
も
の
で
あ
る
。

昔
は
正
月
十
四
日
、
氏
子
が
経
文
を
あ
げ
て
お
祭
り
を
し
た
。
菓
子
や
果
物
、
団
子
な
ど
を
供
物
と
し
て
子
供
た
ち
に
分
け
与
え
て
お
祭
り
を

し
た
。
現
在
は
七
月
下
旬
よ
り
八
月
に
か
け
て
一
週
間
毎
に
一
晩
三
回
南
町
の
人
（
主
に
女
）
が
、
そ
の
前
に
む
し
ろ
を
敷
い
て
経
文
を
あ
げ
て

お
祭
り
を
す
る
。
お
果
た
し
の
日
に
は
、
当
番
が
ご
馳
走
を
作
っ
て
供
え
、
子
供
た
ち
に
も
た
く
さ
ん
菓
子
や
果
物
、
団
子
な
ど
お
供
物
と
し
て

与
え
て
い
る
。

ド
ン
ド
焼
も
正
月
十
四
日
に
行
っ
て
い
る
が
「
さ
え
の
か
み
」
を
焼
く
こ
と
は
し
な
く
な
っ
た
。
言
い
伝
え
で
は
、
悪
病
神
が
こ
の
地
区
内
の

病
気
に
さ
せ
る
人
の
帳
面
を
、
こ
の
「
さ
え
の
か
み
」
に
預
け
て
あ
る
の
で
、
そ
の
帳
面
を
「
さ
え
の
か
み
」
と
一
緒
に
焼
い
て
わ
か
ら
な
く
さ

せ
、
病
人
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
書
き
初
め
を
こ
の
火
に
投
じ
、
そ
れ
が
燃
え
な
が
ら
空
に
昇
る
と
書
道
の
手
が
上
が
る
と
も
い
う
。
そ
の
ほ
か
、
燃
え
残
り
の
竹
を
も

っ
て
き
て
家
の
入
り
口
に
立
て
て
置
く
と
病
人
が
出
な
い
と
か
、
そ
の
火
で
焼
い
た
団
子
を
食
べ
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
か
、
虫
歯
に
な
ら
な

い
な
ど
の
言
い
伝
え
も
あ
る
。

さ
え
の
か
み
の
経
文

「
お
ん
ぼ
、
こ
ん
ぼ
、
て
だ
ら
し
、
て
ん
だ
ら
し
、
ご
じ
そ
わ
か
ー
、
」

口
伝
え
で
残
っ
て
い
る
経
文
で
、
ど
こ
の
言
葉
か
わ
か
ら
な
い
。
灯
明
や
線
香
、
花
な
ど
供
え
る
の
で
神
仏
混
淆
で
あ
る
。

な
お
、
大
平
で
は
、
子
供
の
種
痘
の
際
、
「
ホ
ー
ソ
ー
神
さ
ま
」
を
祀
る
。
青
竹
を
割
っ
て
粗
く
細
縄
で
編
み
、
ホ
ウ
ソ
ウ
棚
を
作
る
。
大
黒

柱
の
二
ｍ
位
の
高
さ
に
と
り
つ
け
る
。
疱
瘡
が
よ
く
つ
く
と
、
そ
の
子
供
を
た
ら
い
の
中
に
座
ら
せ
て
頭
へ
「
サ
ン
ダ
ワ
ラ
」
を
か
ぶ
せ
て
、
お



四
八
頁

水
を
榊
の
枝
に
つ
け
て
ふ
り
か
け
る
。
ま
た
「
ホ
ウ
ソ
ウ
団
子
（
甘
い
あ
ん
を
入
れ
た
小
さ
な
饅
頭
で
、
上
に
紅
を
指
で
丸
く
つ
け
る
）
」
を
供

え
る
。
終
わ
る
と
「
サ
ン
ダ
ワ
ラ
」
に
棚
を
の
せ
「
さ
え
の
か
み
」
に
納
め
る
。
昭
和
五
十
二
年
頃
ま
で
は
よ
く
見
た
が
、
最
近
は
、
た
ま
に
見

る
程
度
で
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た
。

大
平
地
区
に
は
、
現
在
十
五
体
残
っ
て
い
る
が
、
旧
部
落
は
十
七
あ
る
の
で
あ
と
二
部
落
に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査
を
待
ち
た
い
。

一
区小

山
（
お
や
ま
）

清
水
町
出
城
山
境
の
道
路
西
側
の
少
し
高
台
に
観
音
堂
が
あ
る
。
そ
の
北
側
に
他
の
石
像
物
と
並
ん
で
、
二
体
の
丸
彫
り

像
が
あ
る
。

向
か
っ
て
左
側
の
像
は
、
笏
を
持
っ
て
い
る
。
右
側
の
像
は
、
手
に
宝
珠
を
の
せ
て
い
る
の
で
仏
像
ら
し
く
見
え
る
。
道
祖
神
の
中
に
は

桃
や
宝
珠
を
持
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
風
化
も
進
ん
で
い
る
の
で
速
や
か
な
調
査
を
待
ち
た
い
。

二
区横

代
（
よ
こ
じ
ろ
）
横
代
天
王
様
を
横
に
み
て
廻
っ
た
と
こ
ろ
に
白
隠
禅
師
の
筆
に
な
る
石
碑
が
あ
る
。
そ
の
向
か
っ
て
左
に
東
部
が
折
れ
て

な
い
が
笏
を
持
っ
た
浮
彫
座
像
が
あ
る
。
白
隠
禅
師
は
度
々
大
平
に
逗
留
し
た
の
で
、
そ
の
筆
跡
は
大
分
残
さ
れ
て
い
る
。

大
井
（
お
お
い
）
志
下
坂
道
入
口
左
側
の
噴
水
泉
の
傍
に
、
単
神
浮
彫
像
が
あ
る
。
台
石
に
は
は
っ
き
り
と
道
祖
神
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
笏
は

短
く
両
手
の
指
を
つ
け
て
持
っ
て
い
る
が
、
笏
尾
は
手
の
下
に
出
て
い
な
い
。
笏
に
峯
が
で
き
て
い
る
。
ま
た
法
衣
を
き
て
頭
巾
を
か
ぶ
っ

て
い
る
。



四
九
頁

三
区御

前
帰
（
ご
ぜ
が
え
り
）
池
田
工
務
店
裏
の
畑
の
中
の
塚
の
よ
う
な
土
饅
頭
の
上
に
丸
彫
像
が
あ
る
。
小
作
り
だ
が
、
笏
を
持
ち
、
頭
巾
を
か

ぶ
っ
て
い
る
。
ド
ン
ド
ン
焼
き
を
こ
こ
で
す
る
ら
し
く
黒
々
と
跡
が
残
っ
て
い
る
。

小
踊
（
こ
う
ど
り
）
鴻
鳥
と
書
く
の
が
正
し
い
。
山
裾
に
切
石
で
つ
く
っ
た
十
段
ほ
ど
の
階
段
が
あ
り
、
そ
の
上
に
や
は
り
切
石
で
つ
く
っ
た

祠
が
あ
る
。
そ
の
中
に
丸
彫
像
が
あ
る
。
両
手
を
組
ん
だ
手
の
上
に
宝
珠
を
の
せ
た
仏
像
の
よ
う
な
形
で
あ
る
。
頭
髪
は
お
か
っ
ぱ
形
で
胴

細
で
あ
る
。
祠
前
に
は
石
像
の
線
香
立
て
が
備
え
て
あ
る
。

戸
ケ
谷
（
と
が
や
）
部
落
入
口
の
丁
字
路
の
北
側
に
、
富
士
山
を
背
景
に
し
て
丸
彫
神
像
が
二
体
あ
る
。
左
側
の
方
が
大
き
い
。
頭
巾
も
大
き

く
腰
の
あ
た
り
ま
で
垂
れ
て
い
る
。
篤
い
笏
を
持
っ
た
腕
の
上
に
は
深
い
穴
が
で
き
て
い
る
。
右
側
の
も
の
は
少
し
小
さ
い
。
頭
部
が
な
く

持
っ
て
い
る
笏
も
痛
ん
で
い
る
。
度
々
火
中
で
焼
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
思
い
き
や

谷
の
戸
深
き

柴
の
屋
を

誰
が
言
い
そ
め
し

殿
ヶ
谷
と
は
」
（
戸
ケ
谷
の
地
名
由
来
）

四
区天

満
（
て
ん
ま
）
こ
の
小
山
の
上
に
は
大
平
元
村
社
鷲
頭
神
社
と
天
満
天
神
な
ど
が
祀
っ
て
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
地
名
が
あ
る
。
山
を
背
に

し
た
東
向
き
に
丸
彫
神
像
が
あ
る
。
大
平
で
は
一
番
大
き
い
。
頭
を
失
っ
た
小
さ
い
も
の
と
二
体
並
ん
で
い
る
。
大
き
い
方
は
、
大
黒
頭
巾

風
の
も
の
を
か
ぶ
り
、
両
手
を
重
ね
て
笏
を
持
っ
て
い
る
。
鼻
の
大
き
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。
小
さ
い
方
も
笏
を
持
っ
て
い
る
。
曳
車
が
今

も
残
っ
て
い
る
の
は
珍
し
い
。
こ
の
す
ぐ
北
側
に
天
神
様
に
登
る
石
段
が
残
っ
て
い
る
。

山
口
（
や
ま
ぐ
ち
）
公
会
堂
広
場
入
口
の
北
側
に
あ
る
。
肉
髻
（
に
く
け
い
）
の
よ
う
に
頭
巾
が
こ
ん
も
り
し
て
い
る
。
左
手
上
に
笏
を
持
ち

肩
は
撫
で
肩
で
あ
る
。
目
鼻
が
痛
ん
で
い
る
が
よ
い
面
相
で
あ
る
。
両
足
を
前
で
合
わ
せ
る
拝
み
足
に
な
っ
て
お
り
珍
し
い
。
台
は
自
然
石



五
〇
頁

で
神
像
と
一
体
で
あ
る
。
以
前
は
古
い
建
物
の
軒
先
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
取
り
除
き
移
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

吉
田
（
よ
し
だ
）
丸
彫
の
座
像
。
山
沢
の
上
に
石
橋
を
渡
し
て
安
置
。
頭
巾
を
か
ぶ
っ
た
顔
は
風
化
し
て
い
る
が
、
よ
く
見
る
と
ほ
ん
わ
か
と

し
た
暖
か
み
が
涌
い
て
く
る
よ
う
だ
。
両
手
に
持
っ
て
い
る
も
の
は
笏
で
は
な
い
。
何
か
他
の
も
の
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
が
判
然
と
し
な

い
。
昔
は
道
の
端
で
こ
こ
が
吉
田
の
入
口
だ
っ
た
が
、
今
日
で
は
む
し
ろ
奥
と
い
え
る
場
所
だ
。

五
区南

蔵
（
な
ん
ぞ
う
）
部
落
の
真
中
に
な
っ
て
い
る
が
、
昔
は
南
蔵
に
入
る
の
に
は
、
円
教
寺
西
側
の
道
を
山
越
え
し
通
っ
た
。
こ
こ
が
入
口
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
下
り
坂
の
真
中
で
西
を
む
い
て
い
る
。
前
後
が
道
だ
っ
た
。
丸
彫
像
で
あ
る
。
頭
巾
は
腰
の
あ
た
り
ま
で
あ
り
、
笏
は
右

手
に
持
っ
て
い
る
が
手
よ
り
上
の
部
分
は
か
け
て
い
る
。
こ
こ
は
昔
の
ま
ゝ
の
位
置
に
あ
り
、
ド
ン
ド
焼
は
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
や
っ
て
い

た
が
今
は
な
い
。

夏
の
土
用
前
に
三
～
五
晩
、
近
所
の
女
が
集
ま
っ
て
経
文
を
唱
え
、
夏
の
疾
病
を
防
ぐ
よ
う
祈
念
し
て
い
る
。
三
月
に
ま
た
が
っ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
の
で
、
八
月
末
に
お
果
た
し
の
お
祭
り
を
す
る
。

新
城
（
し
ん
じ
ょ
う
）
沼
津
原
木
線
の
浅
香
氏
前
の
待
避
場
（
道
が
狭
い
た
め
の
車
の
す
れ
違
い
場
所
）
か
ら
東
へ
は
い
る
道
の
角
に
、
二
体

の
丸
彫
神
像
が
あ
る
。
笏
は
形
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
が
右
手
に
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
頭
巾
は
肩
よ
り
下
ま
で
垂
れ
て
い
る
。

顔
は
や
ゝ
う
つ
む
い
て
し
お
ら
し
い
感
じ
だ
。
袂
は
小
さ
く
筒
袖
に
近
い
。
頭
頂
に
は
穴
が
あ
い
て
い
て
、
子
供
た
ち
が
草
も
ち
を
つ
い
て

い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
左
側
は
、
胴
か
ら
上
が
失
わ
れ
て
い
る
。
台
石
と
も
一
個
の
石
で
、
大
き
な
石
で
造
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

政
戸
（
ま
さ
ど
）
昔
は
正
戸
と
書
い
た
。
函
南
町
日
守
（
昔
は
水
満
里
－
み
ま
り
－
い
つ
も
水
が
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
つ
い
た
地
名
）
と



五
一
頁

の
境
で
、
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
前
方
は
狩
野
川
で
、
大
平
の
全
景
を
小
さ
く
し
た
よ
う
な
所
で
あ
る
。
富
南
場
の
守
り
の
要
衝
で
あ
っ
た
の

で
こ
の
地
名
が
つ
い
た
と
い
う
。
こ
の
地
を
開
発
居
住
し
た
の
は
稲
村
一
統
で
、
内
八
社
神
は
こ
の
部
落
に
祀
っ
て
あ
り
、
神
社
の
一
番
多

い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
山
づ
た
い
に
吉
田
、
山
口
、
戸
ケ
谷
あ
た
り
ま
で
と
交
流
し
た
の
で
南
組
と
呼
ば
れ
た
。
後
に
平
組
と
な
り
大
平
と

合
併
し
た
。

「
さ
え
の
か
み
」
は
部
落
の
前
の
蓮
沼
の
中
の
道
路
の
真
中
に
昔
は
あ
っ
た
。
正
月
十
四
日
の
ド
ン
ド
焼
も
、
神
像
を
中
に
し
て
正
月
飾

り
の
小
屋
を
造
り
そ
の
ま
ま
焼
い
て
い
た
。
後
に
道
路
工
事
が
あ
り
、
現
在
は
道
の
端
へ
遷
し
て
祀
っ
て
い
る
。
浮
彫
座
像
で
左
手
に
笏
を

も
っ
て
お
り
、
袂
は
短
く
先
が
と
が
っ
て
い
る
。
頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
い
る
が
短
く
肩
先
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
場
所
で
七
月
下
旬
か
ら
八

は
た

月
に
か
け
て
、
夏
の
疫
病
が
な
い
よ
う
経
文
を
唱
え
て
祈
願
し
、
終
わ
り
に
お
果
し
を
す
る
。
ま
た
子
供
た
ち
に
菓
子
な
ど
も
与
え
る
。
余

所
か
ら
や
っ
て
く
る
災
厄
を
防
ぐ
た
め
道
の
真
中
に
祀
っ
て
あ
っ
た
が
、
今
は
道
で
の
ド
ン
ド
焼
も
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
道
路
改
修
に
あ

わ
せ
て
道
の
端
に
祀
っ
て
い
る
。
ド
ン
ド
焼
は
別
の
田
圃
中
の
危
険
の
な
い
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
る
。

ま
た
部
落
北
の
三
叉
路
近
く
に
諏
訪
神
社
ほ
か
三
社
あ
る
が
、
「
縁
結
神
社
」
と
称
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
結
神
社
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

の
命
名
で
あ
ろ
う
。

六
区東

三
分
市
南
町
（
ひ
が
し
さ
ん
ぶ
い
ち
み
な
み
ち
ょ
う
）
総
論
に
記
し
た
通
り
三
分
市
東
南
入
口
の
藤
原
肉
店
と
吉
川
家
の
間
の
東
部
揚
水
路

上
に
、
石
橋
を
渡
し
た
そ
の
上
に
安
置
し
て
あ
る
。
昔
は
吉
川
家
よ
り
東
に
は
家
が
な
か
っ
た
の
で
こ
こ
に
置
か
れ
た
。

こ
の
地
は
昔
狩
野
川
の
中
州
で
あ
っ
た
。
度
々
の
出
水
に
上
流
か
ら
土
が
流
れ
込
み
段
々
と
埋
ま
っ
て
高
く
な
り
、
耕
作
が
可
能
と
な
っ

た
。
向
原
と
い
わ
れ
、
山
沿
い
に
住
む
人
た
ち
が
船
で
間
の
沼
を
渡
り
出
作
し
、
小
屋
掛
け
を
し
た
。
応
安
三
年
（
一
三
七
〇
）
漸
次
広
く

な
り
人
も
住
み
始
め
戸
数
も
増
え
て
き
た
が
、
度
々
の
出
水
で
収
穫
も
安
定
し
な
か
っ
た
た
め
上
納
米
は
他
の
三
分
の
一
に
免
ぜ
ら
れ
た
。

依
っ
て
こ
の
場
所
は
三
分
一
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
後
狩
野
川
堤
も
安
定
し
、
人
も
多
数
住
み
始
め
大
平
各
地
へ
の
通
行
の
便
も
よ
か
っ
た
の
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で
、
物
資
の
集
散
地
と
な
り
市
場
も
立
ち
繁
盛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
「
一
」
を
「
市
」
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
往

時
は
、
石
ヶ
崎
（
今
の
小
泉
魚
店
）
前
よ
り
役
場
（
今
の
保
育
所
）
ま
で
道
路
の
中
央
に
二
列
の
敷
石
が
並
べ
て
あ
っ
た
。
大
平
の
中
心
地

と
し
て
交
通
の
便
を
は
か
り
、
経
済
活
動
の
促
進
を
は
か
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

東
三
分
市
蓼
沼
（
ひ
が
し
さ
ん
ぶ
い
ち
た
で
ぬ
ま
）
大
平
小
学
校
東
側
の
十
字
路
の
北
側
に
、
富
士
を
背
に
し
て
南
向
き
に
二
体
あ
る
。
丸
彫

像
で
頭
巾
が
肩
を
覆
っ
て
お
り
、
顔
つ
き
は
風
化
し
て
わ
か
ら
な
い
。
向
か
っ
て
右
側
の
方
は
少
し
小
さ
く
頭
が
か
け
て
お
り
、
変
わ
り
に

丸
い
平
形
の
石
を
の
せ
て
あ
る
。
笏
も
持
っ
て
い
る
。
昔
は
こ
の
道
は
な
く
、
丁
字
路
で
直
進
道
路
の
東
側
の
道
ば
た
に
西
向
き
に
な
っ
て

い
た
が
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
の
道
路
工
事
に
よ
り
、
現
在
の
所
に
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
と
き
右
側
の
神
像
の
頭
に
笠
石
を

の
せ
た
。

七
区西

三
分
市
（
に
し
さ
ん
ぶ
い
ち
）
現
在
の
場
所
は
北
村
町
（
き
た
む
ら
ち
ょ
う
）
字
住
吉
の
南
西
角
、
小
針
商
店
（
大
黒
屋
）
角
に
祀
っ
て
あ

る
。
童
顔
童
形
で
愛
く
る
し
い
神
像
で
あ
る
。
笏
を
持
つ
指
先
は
伸
ば
し
た
ま
ま
で
あ
る
か
ら
、
持
つ
と
い
う
よ
り
も
抱
い
て
い
る
よ
う
な

格
好
で
あ
る
。
瞑
目
し
て
い
る
。
直
衣
（
の
う
し
）
の
襟
も
く
っ
き
り
と
出
て
い
る
。
頭
頂
も
肉
髻
形
で
大
平
で
よ
く
見
る
型
で
あ
る
。
こ

の
部
落
で
も
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
女
衆
が
集
ま
り
、
経
文
を
唱
え
て
祀
り
、
子
供
に
供
物
を
与
え
る
こ
と
は
、
三
分
市
共
通
で
あ
る
。

ド
ン
ド
焼
は
田
圃
中
、
堤
防
、
河
原
な
ど
人
家
の

い
危
険
の
な
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
、
正
月
十
四
日
に
や
っ
て
い
る
。
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ド
ン
ド
焼
に
つ
い
て

昔
は
「
オ
ン
ベ
竹
」
と
い
っ
て
、
太
い
根
付
の
青
竹
を
笹
を
つ
け
た
ま
ま
立
て
、
縄
で
支
線
を
張
り
、
そ
れ
に
古
だ
る
ま
を
つ
け
て
飾
り
た

て
、
そ
の
根
元
へ
正
月
飾
り
を
あ
つ
め
て
小
屋
を
つ
く
り
子
供
た
ち
は
寝
泊
ま
り
を
し
た
。
ま
た
他
の
部
落
の
お
飾
り
を
盗
み
っ
こ
し
て
け
ん

か
を
し
た
り
、
お
飾
り
小
屋
を
城
に
し
て
戦
争
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
武
器
は
青
竹
を
自
分
で
細
工
し
て
機
関
銃
や
刀
、
槍
な

ど
を
つ
く
っ
た
。

大
平
に
は
良
い
竹
薮
が
多
く
あ
り
、
富
士
郡
以
東
浮
島
、
原
、
片
浜
、
柳
原
、
静
浦
方
面
よ
り
、
遠
く
の
も
の
は
未
明
の
二
時
頃
か
ら

「
オ
ン
ベ
竹
」
直
径
十
㎝
（
尺
竹
）
以
上
の
も
の
を
買
い
に
き
た
。
お
と
な
も
つ
い
て
い
る
が
大
勢
の
子
供
が
か
つ
い
で
「
ウ
ン
ヨ
ー
カ
ン

ヨ
ー
、
ウ
ン
ヨ
ー
カ
ン
ヨ
ー
」
と
か
け
声
も
勇
ま
し
く
運
ん
で
い
っ
た
も
の
だ
。

「
大
屋
舗
」
字
名
由
来

現
在
大
平
小
学
校
所
在
地
の
一
区
画
の
字
名
で
、
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
上
野
国
片
岡
郡
よ
り
、
片
岡
権
之
輔
来
た
り
て
居
を
構
え
住
み

始
め
た
。
こ
の
一
画
を
耕
作
し
て
お
っ
た
こ
と
に
よ
り
こ
の
地
名
と
な
る
。
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資

料

棟

札

鷲
頭
神
社
内
陣

一
、
正
面
内
陣
神
祠
内

（
四
枚
）
丸
石
八
個
有

１

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
十
一
月

天

之

御

中

主

神

意

富

加

牟

須

見

神

須

勢

理

毘

賣

神

三
千
一
百
三
十
二
座
神

月

夜

見

神

大

穴

牟

遲

神

稲

荷

大

神

天

兒

屋

根

神

神
直
日
神

大
直
日
神

天
照
大
御
神

鎮
魂
八
柱
大
神

鷲
頭
大
神
宮
御
鎮
座

表

天

太

玉

神

伊

豆

能

賣

神

須

佐

之

男

神

少

名

毘

古

那

神

竈

大

神

田

毘

古

神

天
神
地
祇
八
百
萬
神

國

之

常

立

神

道
反
大
神

船
戸
神

奉
招
祷
伊
豆
國
蛭
箇
小
嶋
神
主
眞
木
大
和
正
藤
原
朝
臣
直
虎

萬
延
元
年
申
霜
月
之
月
立
之
日

裏

鷲
頭
神
社
神
主
礒
右
近
藤
原
信
央
之
代

２

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
五
月

表

奉
齋
鷲
頭
神
社

神
祭
主

裏

明
治
八
年
五
月

楊
原
神
社
兼
祠
掌

田
信
親
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３

年
月
日
不
詳

裏
記
載
無
し

伊
邪
奈
伎
神

高
淤
加
美
神

御
鎮
座

大
山
津
見
神

４

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
四
月
九
日

高

神

表

奉
齋

伊
邪
那
岐
神

大
山

神

辛

江

ス

文
明
十
三

年
十
一
月
十
八
日
勧
請
明
治
八
年
九
月
合
社
願

之
上
字
天
満

遷
座

丑

鷲

頭

神

社

裏

祭

主

楊
原
神
社
祠
官

兼
務

明
治
十
六
年
四
月
九
日
神
殿
建
築

田
信
親

二
、
正
面
内
陣
正
中
後
（
一
枚
）

５

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
四
月
九
日

駿
河
國
駿
東
郡

合
併
村
社

大
平
邨

戸
長淺

香
世
民

表

主
任
者

鷲
頭
神
社

綾
部
傳
十
郎

石
工

明
治
十
余
六
年
四
月
九
日

野
田
儀
平

原
亀
吉

大
工
德
倉
邨

向
笠
竹
次
郎

神
殿
建
築

祭
主

楊
原
神
社

祠
官高

田
信
親
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山

口

白

山

神

社

住

吉

神

社

三
分
一
北

御
前
歸

第
六
天
神
社

正

戸

産

靈

神

社

小

踊

山

神

社

湯

谷

神

社

三
分
一
南

戸
ヶ
谷

八

幡

神

社

松

下

八

幡

神

社

裏

天

滿

天

神

社

小

山

三

嶽

神

社

山

口

山

王

神

社

大

井

熊

野

三

社

正

戸

諏

訪

神

社

御
前
歸

八

幡

神

社

浅

間

神

社

横

代

第
六
天
神
社

三
分
一
南

吉

田

白

髭

神

社

八

幡

神

社

三
分
一
南

八

幡

神

社

山

口

湯

谷

神

社

三
分
一
北

三
、
正
面
内
陣
向
か
っ
て
右
（
五
枚
）

６

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
四
月
十
日

願
主
氏
人
中

駿
河
國
駿
東
郡
大
平
村
惣
鎮
守

祭
主

伊
豆
國
北
條
八
幡
宮
神
主
槇
大
和
正
藤
原
朝
臣
直
虎

表

神
主

礒
右
近
藤
原
信
英

鷲
頭
大
明
神
御
社
造

攸

従
者

伊
豆
國
宇
佐
美
天
満
宮
神
主
北
山
掃
部
源
信

安
政
五
年
戊
午
四
月
十
日

大
工
棟
梁
大
津
半
助
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天
皇
命

大
御
身
平

安

牧
野
佐
渡
守

名
主

原
專
助

乃

介
久

介
久

大
将
軍

始
物
部

道

彌
進

進
給

原
安
兵
衛

乎

乃

乎

尓

天
下

大
御
民

至
迄
茂
無

事
無

在

給

稻
葉
金
之
丞

名
主

綾
部
傳
吉

乃

尓

久

久

志米

裏

高
田
下
田

蒔
坐

穀
物

雨
風
破
弊

安
藤
傳
右
衛
門

組
頭

原
治
右
衛
門

尓

世
留

者

志
米

受

大
海
原

寄
来

鰭
廣
物
鰭
狭
物

浦
人

依
給

田
邊
新
右
衛
門

与
里

武

者

尓

辞
別
氏
人
等
家
内
悉
尓
平

穏
志
久
家
ノ
業
乎

諏
訪
鑑
太
郎

組
頭

斎
藤
格
右
衛
門

介
久

伊
蘇
志

務

給

恐

ゝ
ゝ

申
給

申

大
河
内
統
之
助

名
主

安
藤
治
兵
衛

美

佐
世

閉
登

美

毛

久

須

登

７

元
禄
八
年
（
一
六
九
五

）

天
満
天
神

元
禄
八

願
主

古
屋
藤
左
衛
門

表

奉
造
立
天
満
天
神
宮
天
下
太
平
社
内
安
全

亥
十
秋

大
工

星
屋
六
郎
佐
衛
門

塩
田
七
郎
左
衛
門

裏

諸
願
成
就
皆

満
足
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８

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
八
月
吉
九
日

湯
屋
大
権
現

諸
佛
救
世
者
住
於
大
神
通

享
保
元
年

年
十
一
月
吉
祥
日

表

奉
勧
請
鎮
護
天
滿
大
自
在
天
神
御
守
護

願
主

爲
悦
衆
生
故
現
無
量
神
力

駿
州
駿
東
郡
大
平
村
織
部
氏
知
善

敬
白

修
験
行
者

南
無
帰
命
頂
禮
當
者
北
野
大
明
神
権
現
本
地
垂
迹

阿
闍
梨

快
瀧

裏

和
光
同
塵
氏
子
守
護
息
災
延
命
七
難
即
滅
七
福
則
生

豆
州
三
嶋
六
反
田

大
工

石
田
長
藏

當
郷
昌
哀
愍
納
受
中
心
諸
願
決
定
圓
滿
及
以
法
界
平
等
利
益

同

清
兵
衛

敬

白

９

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
九
月
十
三
日

湯
屋
大
権
現

表

奉
造
營
湯
屋
太
神
社

文
久
元
辛
酉
歳
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裏

三
分
市
南
氏
子
中

九
月
十
三
日
記

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
九
月
十
三
日

湯
屋
大
権
現

大
持
國
天
王

文
久
元
辛
酉
歳

大

目
天
王

南
無
上
行
无
邊
行
菩
薩

大
日
天
子

表

南
無
妙
法
蓮
華
経

南
無
湯
屋
大
權
現

南
無
浄
行
安
立
行
菩
薩

大
月
天
子
桓
弘

九
月
十
有
三
日

大
増
長
天
王

大
毘
沙
門
天
王

裏

惣
氏
子
中

四
、
正
面
内
陣
向
か
っ
て
左
（
六
枚
）
丸
石
二
個
有

享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
十
一
月
吉
祥
日

天
満
天
神
（
勧
請
）

諸
佛
救
令
者
住
於
大
神
通
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享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
正
月
吉
廿
四
日

熊
野
権
現

寛
正
元
年
（
一
七
八
九
）
三
月
十
六
日

天
満
天
神

宝
永
二
年
（
一
八
三
一
）
十
二
月
吉
祥
日

熊
野
権
現

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
五
月

天
神
社

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
五
月

熊
野
三
神
社

五
、
左
内
陣
（
向
か
っ
て
右
側
）
神
祠
正
面

七
枚
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六
、
左
内
陣
神
祠
向
か
っ
て
右
側

十
九
枚

七
、
左
内
陣
神
祠
向
か
っ
て
左
側

十
枚

八
、
右
内
陣
（
向
か
っ
て
左
側
）

二
十
五
枚

中
央

十
六
枚

左

三
十
六
枚

右

二
十
五
枚

合
計

七
十
七
枚

石
灯
篭

一
、
獻
燈

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
酉
年
正
月
吉
日

原
佐
治
平
基
重

五
穀
成
就
村
内
安
全

二
、
御
宝
前

維
時
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
甲
子
八
月
吉
日

世
話
人

高
井

嘉
兵
衛

二
、
御
宝
前

維
時
慶
應
元
歳
（
一
八
六
五
）
乙
丑
九
月
吉
日

世
話
人

高
井

嘉
兵
衛

鳥
居

明
治
二
十
二
年
三
月
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あ

と

が

き

私
の
祖
父
は
、
大
平
の
太
閤
と
云
わ
れ
た
吉
川
伴
右
衛
門
（
昭
和
十
三
年
歿
・
行
年
九
〇
歳
）
で
、
子
供
の
時
か
ら
よ
く
昔
話
や
言
い
伝
え
な

ど
よ
く
聞
か
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
な
ど
を
思
い
出
し
な
が
ら
大
平
中
を
廻
り
古
文
書
な
ど
調
査
し
て
こ
れ
を
書
き
抜
い
た
も
の
で
あ
る
。

前
大
平
地
区
神
社
氏
子
総
代
連
合
会
長

吉

川

武

次

郎

吉
川
武
次
郎
氏
の
調
査
を
受
け
て
、
可
能
な
限
り
文
献
等
を
あ
た
っ
た
。
主
と
し
て
「
大
平
年
代
記
」
「
大
平
道
之
記
」
等
で
あ
る
。
然
し
な

が
ら
特
に
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
の
ほ
か
は
、
引
用
を
こ
と
わ
っ
て
い
な
い
。

又
、
棟
札
は
大
平
各
社
分
と
も
ほ
と
ん
ど
が
、
明
治
八
年
に
鷲
頭
神
社
に
移
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
詳
細
に
就
い
て
は
今
後
調
査
し
た
い
。

な
お
、
仏
教
関
係
の
施
設
も
あ
る
が
、
長
く
神
仏
混
合
の
信
仰
生
活
を
続
け
て
き
た
日
本
で
あ
っ
て
み
れ
ば
割
愛
す
る
に
し
の
び
ず
掲
載
し
た
。

不
十
分
な
点
も
多
々
あ
る
が
ご
了
承
願
い
た
い
。

平
成
四
年
五
月
十
五
日

鷲

頭

神

社

宮

司

勝

又

清



六
四
頁

こ
の
資
料
を
作
成
後
、
沼
津
市
に
て
「
大
平
の
棟
札
」
と
し
て
資
料
集
が
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
棟
札
の
読
解
に
若
干
の
疑
義
が
あ
っ
た
。
平
成

十
二
年
三
月
五
・
十
三
両
日
市
史
編
集
専
門
委
員
伊
藤
誠
司
氏
が
棟
札
の
一
部
に
つ
い
て
再
調
査
を
行
っ
た
が
そ
の
際
改
め
て
当
社
に
て
再
撮
影

を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
棟
札
の
完
全
読
解
を
目
指
し
た
が
諸
般
の
都
合
に
よ
り
完
成
を
み
て
い
な
い
。
今
回
私
の
兼
務
社
の
紹
介
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
す
る
に
当
た
り
、
不
十
分
で
あ
る
が
現
在
あ
る
写
真
の
一
部
を
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。

尚
、
棟
札
の
写
真
は
整
理
で
き
次
第
掲
載
す
る
予
定
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
読
解
も
順
次
掲
載
す
る
つ
も
り
で
あ
る
の
で
今
暫
し
の
ご
猶
予
を
い

た
だ
き
た
い
。

平
成
十
五
年
一
月
二
十
六
日

鷲

頭

神

社

宮

司

勝

又

清


	沼津市大平地区神社明細
	目次
	村社の部
	鷲頭神社
	天神社

	大平八社神の部
	御嶽神社
	住吉大明神
	八幡神社
	浅間神社
	湯屋権現
	白山権現
	山王権現
	白髭明神

	内八社神の部
	諏訪大明神
	結大明神
	佐口神
	稲荷大明神
	木曾大明神
	八幡宮
	子ノ神宮
	金山大権現

	諸社の部
	山ノ神社
	天形星皇牛頭天王
	月夜木大明神
	阿波嶋大明神
	牛頭天王　左口神正一位稲荷大明神
	山神社
	子安社
	太子社
	牛頭天王
	山神社
	熊野神社
	薬師様
	山神社
	稲荷社
	観音堂
	中将宮
	八幡社
	第六天宮
	八幡社
	山神社
	山神社
	観音堂
	金比羅神社
	龍音寺聖観世音
	七面大明神
	大聖不動尊社
	天神宮
	山神社
	水神様
	山神社
	山神社
	山神社
	稲荷社
	久須八幡宮

	道祖神について
	ドンド焼きについて
	資料
	棟札
	石灯籠
	鳥居

	あとがき


